
小
早
川
秀
秋
の
筑
前
支
配
と
石
高
制

は
じ
め
に

小
早
川
隆
景
の
三
原
隠
退
の
あ
と
を
う
け
、
筑
前
一
国
、
お
よ
び
筑
後
四
郡
・

肥
前
二
郡
を
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
小
早
川
秀
秋
は
、
豊
臣
直
轄
領
期
　
(
慶
長

三
年
)
を
挟
み
前
後
二
度
の
支
配
(
文
禄
四
年
～
慶
長
二
年
、
慶
長
四
年
～
五
年
)

を
行
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
こ
の
小
早
川
秀
秋
の
筑
前
を
中
心
と
す
る
領
国
支
配
に
つ
い
て
は
、
小

早
川
隆
景
の
支
配
期
や
豊
臣
直
轄
領
期
と
比
較
す
る
形
で
分
析
さ
れ
た
こ
と
は
あ

(
1
)る
も
の
の
、
前
後
二
度
に
わ
た
る
支
配
そ
の
も
の
を
考
察
対
象
と
し
、
そ
の
比
較

も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
、
秀
秋
が
領
国
支
配
を

開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
　
年
に
全
領
国
規
模
で
実
施
し
た
検

地
に
つ
い
て
も
、
検
地
の
実
施
か
ら
石
高
(
村
高
)
　
の
成
立
、
そ
し
て
寺
社
や
給

人
に
対
す
る
知
行
宛
行
に
至
る
過
程
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
検
地
に

よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
(
村
高
)
　
や
そ
れ
を
前
提
と
す
る
知
行
高
が
、
そ
の
後
の

秀
秋
の
領
国
支
配
、
特
に
知
行
制
や
軍
役
賦
課
、
さ
ら
に
は
年
貢
収
納
に
い
か
な

本
　
多
　
博
　
之

る
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
未
解
明
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
小
早
川
秀
秋
の
領
国
支
配
に
お
い
て
、
文
禄
四
年
検
地
の
結
果
成
立

し
た
石
高
の
意
味
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た

石
高
制
の
原
理
が
、
地
域
に
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
探
る
こ
と

で
あ
り
、
豊
臣
政
権
の
地
域
支
配
や
近
世
石
高
制
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
視
角
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
豊
臣
直
轄
領
期
を
挟
む
前
後
二
度
の
小
早
川
秀
秋
の
筑
前

を
中
心
と
す
る
領
国
支
配
を
考
努
対
象
と
し
、
特
に
文
禄
四
年
検
地
の
実
施
に
よ

っ
て
成
立
し
た
石
高
(
村
高
)
　
が
そ
の
後
の
知
行
制
や
軍
役
賦
課
、
さ
ら
に
は
年

貢
収
納
に
お
い
て
、
い
か
な
る
意
味
を
有
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主

要
な
課
題
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
文
禄
四
年
検
地
の
歴
史
的
意
義

に
つ
い
て
再
検
討
し
、
小
早
川
秀
秋
の
領
国
支
配
を
豊
臣
政
権
の
地
域
支
配
の
な

か
に
位
置
付
け
た
い
。

な
お
、
小
早
川
秀
秋
は
当
初
「
秀
俊
」
を
名
乗
り
、
小
早
川
隆
景
の
死
後
に
「
秀

(
2
)

秋
」
と
改
名
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
「
秀
秋
」
の
名
に



統
一
し
た
。
ま
た
、
主
た
る
考
察
対
象
は
、
領
国
の
主
要
部
分
で
あ
る
筑
前
国
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
領
域
に
つ
い
て
も
論
の
展
開
に
応
じ
て
随
時
取
り
上
げ
る
こ

と
に
し
た
。一

文
禄
四
年
検
地
高
と
知
行
制

本
章
で
は
、
山
口
宗
永
の
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
名
島
小
早
川
領
内
各
村
の

石
高
や
、
そ
れ
を
前
提
に
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
　
年
十
二
月
朔
日
付
け
で
一
斉
に

発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
の
知
行
高
が
、
慶
長
四
,
二
五
九
九
)
年
の
筑
前
復
帰

後
の
秀
秋
の
知
行
制
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

小
早
川
秀
秋
の
補
佐
役
と
し
て
秀
吉
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
山
口
宗
永
が
文
禄

四
　
(
一
五
九
五
)
　
年
に
着
手
し
た
検
地
に
関
し
て
は
、
そ
の
実
施
か
ら
知
行
宛
行

、
1
J
b

に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
検
地
は
筑
前
一
国
・
筑
後
四
郡
・
肥
前
二
郡
に
お
よ
ぶ
小
早
川
秀

秋
の
全
領
国
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
筑
前
・
筑
後
・
肥
前

の
三
国
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
検
地
実
施
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
「
組
」
編
成
さ
れ
た
秀
秋
家
臣
に
よ
っ
て
村
ご
と
に
検
地
が
実
施
さ
れ
、

検
地
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
検
地
の
際
に
村
域
の
確
定
が
な
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
個
々
の
村
に
対
し
て
は
、
上
中
下
の
等
級
(
村
位
)
　
と
そ
れ
に
対

応
す
る
田
・
畠
・
居
屋
敷
の
石
盛
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
検
地
帳
に
は
、
田
・

畠
・
居
屋
敷
に
つ
い
て
一
筆
ご
と
に
、
面
積
、
石
盛
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
石
高

が
名
請
人
と
と
も
に
記
載
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
検
地
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
知
行
宛
行
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
「
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
」
　
の
日
付
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
も
、
検

地
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
石
高
と
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
石
高
と
の
間

に
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
村
に
お
け
る
検
地
の
成
果
が
い
っ
た
ん

名
島
城
に
集
め
ら
れ
た
の
ち
、
さ
ら
に
伏
見
へ
と
送
ら
れ
、
最
終
的
に
豊
臣
政
権

の
政
治
的
判
断
の
も
と
に
正
式
の
石
高
(
村
高
)
　
が
決
定
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て

(
1
)

い
る
。ま

た
、
こ
う
し
て
発
給
さ
れ
た
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
状
に

は
、
寺
社
に
対
す
る
も
の
と
給
人
に
対
す
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

前
者
が
秀
吉
朱
印
寄
進
状
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
秀
吉
朱
印
を
と
も
な
う
秀

秋
発
給
の
知
行
宛
行
状
と
な
っ
て
い
る
。
給
人
に
対
す
る
知
行
宛
行
が
、
領
国
主

で
あ
る
小
早
川
秀
秋
の
職
権
に
よ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
給
人
に
対
す
る
知
行
宛

行
状
が
秀
秋
(
秀
俊
)
　
の
署
判
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
こ
に
秀
吉
の
朱
印
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
異
例
で
あ
り
、

名
島
小
早
川
領
に
お
け
る
文
禄
四
年
検
地
に
基
づ
く
知
行
宛
行
の
主
体
は
領
国
主

の
秀
秋
で
は
な
く
、
豊
臣
秀
吉
　
(
豊
臣
政
権
)
　
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。さ

て
、
こ
う
し
た
知
行
宛
行
状
の
中
に
見
ら
れ
る
村
高
と
密
接
な
関
係
を
も
つ

(
5
)

も
の
と
し
て
「
筑
前
国
田
島
之
高
村
々
指
出
前
之
帳
」
　
(
以
下
略
し
て
「
指
出
前
之

帳
」
と
す
る
)
　
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
原
史
料
が
不
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
内
容
が
秀
秋
時
代
の
村
高
を
忠
実
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
以
前
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
の
あ
る

2



と
こ
ろ
で
、
い
ま
な
お
特
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

森
山
恒
望
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
小
早
川
秀
秋
の
時
の
村
々
田
畠
高
の
指

出
賃
で
あ
り
、
農
兵
四
二
五
九
九
)
年
の
志
摩
郡
の
「
中
納
言
様
御
代
定
物
成
」

の
村
高
款
童
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
債
の
恰
土
郡
の
項
に
　
「
但
寺
沢
志
摩

守
領
分
除
之
」
　
と
あ
り
、
寺
沢
氏
が
恰
土
半
郡
を
獲
得
し
た
の
が
慶
長
四
年
一
月

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
の
成
立
を
慶
長
四
年
と
さ
れ
る
。
但
し
、
史
料

に
見
え
る
石
高
に
つ
い
て
は
、
「
田
島
高
は
文
禄
四
年
の
山
口
玄
蕃
検
地
に
よ
っ
て

琵
定
さ
れ
た
村
高
」
　
と
あ
る
よ
う
に
、
文
禄
四
年
検
地
高
と
し
て
分
析
を
進
め
ら

(
6
)

れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
松
下
志
朗
氏
は
、
森
山
氏
が
　
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
作
成
年
代

を
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
と
正
し
く
推
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
村
高
を
「
文
禄

検
地
高
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
誤
り
だ
と
し
、
村
高
は
史
料
が
作
成
さ

(
.
・
)

れ
た
秀
秋
の
筑
前
復
領
後
の
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
野
等
氏
は
、
慶
長
四
　
二
五
九
九
)
　
年
と
い
う
松
下
氏
の
説

は
採
用
せ
ず
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
高
と
「
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
」
付
け
の
知
行

宛
行
状
に
見
え
る
村
高
が
整
合
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
本
質
的
に
両
者
の
村
高
は

合
致
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
村
高
は
「
文
禄
四
年
の
デ
ー
タ
」

(
8
)

と
主
張
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
指
出
前
之
帳
」
に
つ
い
て
は
、
秀
秋
時
代
の
村
高
と
い
う
点
で

一
致
す
る
も
の
の
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
　
年
と
慶
長
四

(
一
五
九
九
)
　
年
と
い
う
両
説
が
並
立
状
態
に
あ
り
、
い
ま
だ
決
着
を
見
る
に
至

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
の
内
容
が
い
つ
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
秀
秋

の
筑
前
支
配
を
解
明
す
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
以
下
具
体

的
に
考
察
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
「
指
出
前
之
帳
」
が
文
禄
四
年
検
地
の
デ
ー
タ
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
状
の
発
給
は
、
領
国

内
の
寺
社
や
給
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
備
後
三
原
に
隠
退
し

た
小
早
川
隆
景
に
対
し
て
も
筑
前
国
内
の
鞍
手
郡
・
宗
像
郡
・
御
牧
郡
内
の
所
領

約
五
万
石
の
知
行
宛
行
が
秀
吉
朱
印
状
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

(
9
)

各
郡
の
所
領
高
を
記
し
た
知
行
宛
行
状
の
ほ
か
に
、
郡
内
各
村
の
所
領
高
を
詳
細

(1U)

に
記
し
た
知
行
方
目
録
(
筑
前
鞍
手
宗
像
御
牧
三
郡
内
知
行
方
目
録
帳
)
　
を
伴
っ

て
お
り
、
文
禄
四
年
検
地
に
基
づ
く
村
高
の
詳
細
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
目

録
に
見
え
る
個
々
の
村
高
の
数
値
を
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
も
の
と
比
較
し
た
い
。

l〓、

表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
筑
前
鞍
手
宗
像
御
牧
三
郡
内
知
行
方
目
録
帳
の

個
々
の
村
高
に
は
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
村
高
の
数
値
に
近
い
も
の
が
非
常
に
多
い
。

こ
れ
は
、
一
般
の
給
人
に
対
す
る
知
行
方
目
録
の
村
高
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
こ

の
こ
と
は
　
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
数
値
が
文
禄
四
年
検
地
の
デ
ー
タ
で
あ
る
と
い
う

説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
個
々
の
村
高
を
詳
細
に
比
較

す
る
な
ら
ば
、
鞍
手
郡
「
く
ち
の
は
ら
村
」
・
「
よ
し
の
村
」
・
「
う
へ
き
村
」
・
「
新

北
村
」
・
「
に
の
ぶ
村
」
・
「
き
つ
き
村
」
・
「
い
そ
ひ
っ
村
」
な
ど
で
文
禄
四
年
検
地

高
と
　
「
指
出
前
之
帳
」
高
に
は
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ

ん
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
原
本
が
現
存
し
な
い
以
上
、
活
字
化
さ
れ
た
数
値
を
直
接

の
検
討
素
材
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
郡
全
体
の
石
高

で
比
較
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
鞍
手
郡
で
二
六
〇
〇
石
余
り
、
宗
像
郡
で
は
六



表1文禄四年検地高と「筑前回田畠之高村々指出前之帳」高の比較(鞍手郡・宗像郡)

鞍　　 手　　 郡

村　 名 文禄 四年検地 高 「指 出前之帳」高

い　 し 丸 村 2 5 1 石 5 斗 42 5 1 石 5 1 0

三 郎 丸 村 3 0 7 . 0 8 3 0 7 . 0 8 0

と くし げ村 3 1 4 . 8 1 3 1 4 . 8 6 0

は しか ミ村 1 2 3 . 7 1 2 6 . 0 0 0

の　 き　か 村 1 5 7 8 . 8 2 1 5 7 8 . 8 2 0

か な ふ 村 7 9 9 . 8 7 9 7 . 1 4 5

(る)
あ　か　 き 村 6 9 2 . 6 5 6 9 2 . 6 5 2

くらひ さ村 1 0 6 9 . 2 5 1 0 5 9 . 2 5 0

せ　 り　だ 村 2 1 8 . 4 7 2 1 8 . 4 7 0

ミ　つ 原 村 2 5 5 . 1 9 2 6 0 . 5 0 1

た か わ ら村 2 4 8 . 0 2 2 4 8 . 0 2 0

た　 け 丸 村 1 2 3 0 . 7 3 1 2 3 0 . 7 3 0

は　 ら　田 村 4 6 4 . 4 6 4 6 4 . 8 2 4

よ しか わ 村 2 0 3 6 .
6 9 8 . 3 1 6

1 1 3 0 . 2 2 8

野　 面　 村 8 1 8 . 3 8 8 1 2 . 6 1 6

お う くま村 1 0 0 . 5 2 9 8 . 4 0 2

が ん だ 村 1 2 4 2 . 7 3 1 2 4 4 . 5 8 0

くす は し村 9 2 0 . 5 4 9 2 0 . 5 4 0

(ひ)
や　 い　 ろ 村 6 0 7 . 7 5 6 1 1 . 4 3 3

lる)
ふ か もの村 3 9 1 . 2 1 3 9 1 . 2 1 0

ほん L やう村 9 8 0 . 3 1 9 8 0 . 3 1 0

くちのはら村 2 6 7 . 3 1 6 3 . 1 6 0

か つ の 村 9 8 7 . 7 2 9 8 7 . 7 6 7

か げの ま村 1 1 0 . 6 4 1 0 . 7 5 1

よ　 し　の 村 2 1 4 . 7 2 2 1 . 0 6 0

(る1
つ　か　 た 村

1 2 6 . 1 2 1 2 6 . 1 1 9

り うと く村 4 8 9 . 4 5 4 8 9 . 9 5 0

し ん に う村 1 1 7 6 . 8 4 1 1 7 6 . 8 3 7

さ　か い 村 1 3 7 8 . 6 1 3 7 8 . 5 9 g

い な ミつ 村 5 7 7 . 8 7 5 7 7 . 8 5 9

た　 く　 村 6 8 0 . 6 6 6 7 8 . 4 4 4

平　　　 村 6 5 4 . 2 5 6 5 4 . 2 5 0

あ　か　 ち　村 1 0 6 . 4 8 1 0 6 こ　6 3 5

う　へ　 き　村 8 4 9 . 2 0 5 2 . 2 0 2

新　 北　 村 6 1 5 . 9 9 1 . 4 1 3

に の ぶ 瑚　　 2 6 9 . 5 6 7 9 . 1 9 1

き　つ き 村 ii　　　 8 7 . 1 9 3 9 8 . 2 0 1

い そ ひっ 村 2 0 5 . 2 4 0 1 . 8 7 6

拘　　 高 2 3 7 4 8 石 1 2 2 6 3 6 1 石 9 4 9

宗　　 像　　 郡

村　　 名 文禄四年検地高 「指 出前 之帳 」高

や な きの 宿 2 0 6 石 8 斗 5 升 2 0 6 石 8 5 0

わ た　 り　村

む め つ 村
1 2 3 . 3 8

1 2 0 . 0 2 3

(記載な し)

か つ　 ら　村 8 3 4 . 8 3 3 . - 9 9 3

ぬ や　 ま 村 1 3 3 9 . 9 6 1 3 3 9 . 9 6 0

かうのミなと村 5 9 . 2 3 4 8 . 4 7 6

あ　 ら　し 村 6 3 6 . 8 5 6 3 6 . 8 1 0

と　 ま　 り　村 5 7 . 3 地島　 5 7 . 3 0 0

う　つ　 ら 村 3 6 6 . 4 8 ※ (記載な し)

あ さ ま ち村 3 1 1 . 6 8 3 1 0 . 9 2 9

お　 う　ふ 村 2 4 9 . 4 2 2 2 . 3 8 4

う ち との 村 8 1 6 . 1 4 8 1 6 . 1 4 0

か ね 崎 村

よ　 し 田 村

む た 尻 村

1 9 1 5 . 6 9

6 2 2 . 6 2 2

4 2 0 . 4 2 8

8 9 2 . 2 2 1

み や　 ち 村 3 6 9 . 2 6 3 6 7 . 1 4 1

ゑ　 く　ち 村 5 . 8 1 田数 ・分米のみ記載

た　 の　 村 8 9 0 . 2 4 8 9 4 . 5 7 0

も　 と　き　村 9 8 0 . 8 5 9 8 0 . 8 5 0

よ し と ミ村 1 2 9 6 . 9 1 2 9 6 . 9 0 0

ふ ち 原 村 8 7 0 . 0 4 8 7 0 . 0 4 0

りうけん寺村

な　 こ　 り　村
1 2 1 4 . 3 3

7 1 5 . 8 0 0

4 4 3 . 5 6 5

す　 へ　 村 1 9 0 . 7 0 6 1 9 0 . 7 0 6

ま　が　 り　村 9 8 8 . 6 1 9 8 8 . 6 8 3

ミつ お か 村 5 3 9 . 6 5 3 9 . 6 0 0

い　 け 田 村 8 4 9 . 4 5 8 4 9 . 4 5 0

津 屋 崎 村　　　　 2 7 . 7 2 畠数 ・分大豆のみ記載

か さい か う 1 3 2 5 . 2 田島 1 3 ・2 5 . 2 0 0

お う し ま村 3 7 9 . 2 1 3 7 9 . 0 0 0

ひやうとうし村 1 7 6 . 4 9 3 1 7 6 . 4 9 3

く　は　 ら　村 3 6 6 . 5 7 3 6 6 . 5 7 0

か　 と　う　村 8 9 1 . 7 5 9 0 0 . 2 5 6

む ら山 田 村 1 5 0 3 . 3 8 1 5 0 3 . 3 8 0

い な も と村 4 4 7 . 4 3 4 4 7 . 4 7 8

つ ちあ な 村 4 4 9 . 5 3 9 4 4 9 . 5 6 9

(る)
つ　 か　 村

1 3 7 . 5 4 5 1 1 7 . 5 0 0

と うか う村 2 5 3 1 . 0 8 2 5 3 1 . 0 8 0

ミや な か 村

か も山 は た
2 9 1 . 0 2

2 2 6 . 0 6 2

6 2 . 2 4 0

や　 ま　ロ 村 9 8 5 . 2 3 9 8 5 . 2 3 0

(ろ)
む か　 き 村 1 8 6 . 9 4 9 1 8 6 . 8 9 3

(る)
なかいつか村 1°4 0 . 3 6 9 1 4 0 . 3 0 7

ミ　や た 村 1 4 0 . 7 5 8 1 4 1 . 6 0 7

(る)
かミあか き村 1 0 . 9 9 品数・分大豆のみ記載

や　 ま　田 村 2 2 4 . 5 6 6 2 2 9 . 5 5 3

惣　 高 2 5 3 2 8 石 5 5 5 2 4 7 2 1石 2 5 0 9

f慧考:芙≦「うつら村」は、「指出前之積」では、彷牧郡の中に366石として見えている。

史料:文禄四年検地高…筑前投手宗像聞役三㍍内知行方日録電(r小早川家文書J182号)
「指出前之憲」高…筑前回田良之高村々指出前之債(r福岡県史資料　第一軌所収)
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○
○
石
余
り
も
の
差
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
や
は
り
、
看
過
で
き
な
い
数
値
差

と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
高
は
、
文
禄
四
年
検
地
の
結
果
成
立
し
た
高

と
直
接
つ
な
が
る
の
で
は
な
く
、
史
料
の
成
立
年
代
は
も
と
よ
り
、
石
高
の
数
値

そ
れ
自
体
も
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
な
い
し
五
　
(
一
五
九
六
)
年
と
い
っ
た
時

期
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
「
指
出
前
之
帳
」
と
い
う
史
料
そ
の
も
の
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

『
福
岡
県
史
資
料
L
所
収
の
「
指
出
前
之
帳
」
は
、
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)

五
月
廿
七
日
付
け
の
船
橋
三
郎
右
衛
門
・
櫛
橋
貞
右
衛
門
・
母
里
正
左
衛
門
の
連

名
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
最
後
の
部
分
で
「
右
者
筑
前
国
金
吾
中
納
言
殿
時
之
郡
々

村
々
田
畠
高
畝
数
共
。
村
々
指
出
を
以
、
書
記
御
帳
也
。
外
。
一
郡
切
之
高
畝
数
共

。
書
抜
合
せ
有
之
俣
副
目
録
有
り
。
右
両
様
共
。
為
控
写
置
、
御
勘
定
所
御
矢
倉
へ

分
ケ
納
置
、
隔
年
。
取
替
双
方
共
。
土
用
干
仕
也
」
と
書
き
記
し
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
史
料
原
本
は
江
戸
中
期
の
正
徳

三
年
の
も
の
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
小
早
川
秀
秋
時
代
の
各
郡
各
村
の
田
島
の

石
高
や
面
積
を
指
出
に
基
づ
い
て
記
録
し
た
帳
簿
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
ほ

か
に
も
一
郡
ご
と
に
石
高
や
面
積
を
書
き
抜
い
た
副
目
録
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
こ
の
帳
簿
と
副
目
録
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
を
控
え
と
し
て
作
成
し
て

御
勘
定
所
と
御
矢
倉
に
分
け
て
保
管
し
、
隔
年
ご
と
に
取
り
替
え
る
と
と
も
に
、

土
用
の
虫
干
し
を
実
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
1
2
)

で
は
、
こ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
、
′
次
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
。

以
上

急
度
申
触
候

一
金
吾
中
納
言
殿
当
国
拝
領
之
時
の
田
島
高
・
田
数
之
高
以
下
、
一
村
切
。
さ

し
出
せ
、
庄
や
・
百
性
。
さ
せ
候
て
、
一
郡
之
帳
を
一
冊
。
仕
、
今
月
廿
七

日
よ
り
内
。
、
三
好
助
兵
へ
・
真
斎
・
麻
生
二
郎
左
衛
門
此
三
人
へ
可
相
渡

候
、
急
度
人
事
候
間
、
不
可
有
由
断
候

一
我
等
申
付
候
再
検
地
之
時
、
方
切
。
付
而
、
郡
之
違
た
る
村
可
有
之
候
、
是

も
中
納
言
殿
と
き
の
こ
と
く
こ
仕
候
て
可
出
候

(
中
略
)

九
月
十
九
日

長
政
　
(
花
押
)

早
良
郡
吉
田
六
郎
大
夫
殿

こ
れ
は
、
黒
田
長
政
が
筑
前
に
入
国
し
て
間
も
な
い
慶
長
年
間
に
、
早
良
郡
の

代
官
に
任
じ
て
い
た
吉
田
六
郎
大
夫
　
(
長
利
)
　
に
対
し
て
、
小
早
川
秀
秋
時
代
に

お
け
る
田
白
田
の
石
高
や
面
積
に
つ
い
て
一
村
ご
と
に
指
出
を
実
施
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
一
郡
ご
と
に
ま
と
め
て
一
冊
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
同
様
の
指
令
が
同
じ
日
付
で
志
摩
郡
の
菅
六
介
(
正
利
)
　
や
夜
須

へ
〓
、

郡
の
村
田
兵
介
(
吉
次
)
　
に
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
筑
前
国
内
全

郡
に
対
し
て
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、
二

箇
条
め
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
黒
田
長
政
の
手
に
よ
る
再
検
地
の
結
果
、

所
属
郡
に
変
更
が
生
じ
た
村
に
つ
い
て
も
、
秀
秋
時
代
の
状
況
に
従
っ
て
記
述
し
、

提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
末
尾
の
記
述
内
容
、
す
な
わ

ち
同
史
料
の
成
立
状
況
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
小
早
川
秀
秋
時
代
の
各

村
の
田
島
の
石
高
や
面
積
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
が
黒
田
長
政
に
よ
っ
て
指
出
の

形
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
村
ご
と
の
帳
簿
と
郡
ご
と
の
副
目
録

が
、
新
た
に
作
成
さ
れ
た
写
本
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
正
徳
年
間
ま

で
黒
田
藩
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管
・
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ

し
て
、
こ
の
黒
田
長
政
に
よ
る
指
出
命
令
は
、
史
料
文
言
か
ら
あ
る
時
期
に
特
定

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
史
料
一
箇
条
め
に
そ
の
名
が
見
え
る
「
麻
生
二
郎
左
衛
門
」

(
家
氏
)
　
は
、
慶
長
五
　
(
一
六
〇
〇
)
　
年
の
黒
田
長
政
の
筑
前
入
国
に
際
し
て
当

初
客
分
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
故
あ
っ
て
長
政
の
も
と
を
離
れ
る
こ
と

に
な
り
、
代
わ
っ
て
弟
の
家
勝
が
一
時
中
絶
し
て
い
た
麻
生
家
を
再
興
し
、
そ
の

ー〓-

後
は
家
勝
の
子
孫
が
黒
田
家
家
臣
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
長
政
が
家
勝
に

対
し
て
初
め
て
知
行
宛
行
状
を
発
給
し
た
の
が
慶
長
九
(
一
六
〇
四
)
年
九
月
廿

、〓、

一
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
麻
生
家
氏
が
黒
田
藩
の
家
臣
と
し
て
見
え
る
右
の
史
料

は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
史
料
二
箇
条
め
に
見
え
る
「
再
検
地
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
黒
田
長
政
の
筑
前
入
国
直
後
の
検
地
は
、
家

臣
に
対
す
る
知
行
宛
行
状
が
慶
長
六
　
二
六
〇
一
)
年
三
～
四
月
と
翌
七
　
(
〓
ハ

〇
二
)
　
年
十
二
月
廿
三
日
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
度
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
、
し
か
も
知
行
宛
行
状
の
多
き
か
ら
見
て
後
者
の
知
行
宛
行
状
発
給
の
前
提

と
な
っ
た
検
地
が
村
域
や
石
高
の
確
定
、
そ
し
て
家
臣
団
の
知
行
編
成
に
お
い
て

重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
再
検
地
」

と
は
こ
の
検
地
の
こ
と
を
指
し
、
右
の
史
料
も
文
言
内
容
か
ら
こ
の
「
再
検
地
」

後
の
長
政
命
令
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
右
の
史
料
年
代
と
し
て
は
、
慶
長
七
　
二
六
〇
二
)
年
な

い
し
八
　
(
一
六
〇
三
)
　
年
頃
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
黒
田
長
政
が
筑
前
入
国
後
早
々
の
検
地
を
実
施
し
た
後
に
、
改
め

て
前
代
の
小
早
川
秀
秋
時
代
の
状
況
に
つ
い
て
指
出
の
形
で
調
査
し
た
の
で
あ

り
、
そ
の
時
に
収
集
で
き
た
情
報
は
、
長
政
が
筑
前
に
入
国
す
る
間
際
の
秀
秋
支

配
末
期
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
や
は
り
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
指
出

前
之
帳
」
　
に
見
え
る
村
高
は
、
ま
さ
し
く
筑
前
復
帰
後
の
秀
秋
時
代
の
数
値
で
あ

り
、
黒
田
支
配
期
に
限
り
な
く
近
い
秀
秋
支
配
末
期
の
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で

あ
る
。で
は
、
な
ぜ
秀
秋
再
支
配
末
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
多

く
の
村
高
が
、
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
け
の
知
行
苑
行
状
に
見
ら
れ
る
村
高
と

一
致
も
し
く
は
近
似
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
そ
の
こ
と
が
、
秀
秋
に
よ
る

二
度
に
わ
た
る
筑
前
支
配
の
支
配
基
軸
や
、
文
禄
四
年
検
地
高
の
持
つ
歴
史
的
意

義
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
鐙
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
1
6
)

そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
次
の
文
書
で
あ
る
。

蔵
人
目
録

筑
前
国
早
良
郡

一
千
弐
拾
五
石
五
斗
壱
升
　
塩
焼
と
も
二
め
い
の
浜

6

一
千
九
百
拾
五
石
六
斗
九
升

同
宗
像
郡

丁
こか
し
た
村



一
八
百
弐
拾
四
石
三
斗
六
升

一
五
石
八
斗
壱
升

一
千
弐
百
拾
四
石
三
斗
三
升

同
郡

同
郡

同
郡

か
ね
さ
き

む
た
し
n
ソ

田
の
村

江
口
村

な
こ
り
村

り
う
け
ん
し
村

同
郡

一
五
拾
七
石
三
斗

合
五
千
四
拾
三
石

右
致
取
約
、
可
令
達
上
着
也

慶
長
四
年

三
月
三
日
　
　
秀
秋
　
(
花
押
)

と
ま
り
村

松
野
主
馬
と
の
へ

こ
れ
は
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
年
三
月
、
秀
秋
の
筑
前
復
帰
直
後
に
実
施
さ

れ
た
蔵
人
地
設
定
の
史
料
で
あ
り
、
秀
秋
が
松
野
主
馬
を
五
千
石
余
り
の
蔵
人
地

代
官
に
任
じ
て
、
そ
の
年
貢
収
納
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
筑
前
鞍
手
宗
像
御
牧
三

郡
内
知
行
方
目
録
帳
と
比
較
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
、
宗

(よ)

像
郡
の
か
し
た
村
(
吉
田
村
)
・
か
ね
さ
き
　
(
鐘
崎
村
)
・
む
た
し
り
　
(
牟
田
尻
村
)

と
、
な
こ
り
村
(
名
残
村
)
・
り
う
け
ん
し
村
(
楔
厳
寺
村
)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し

て
表
記
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
石
高
が
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
江
口
村
・

と
ま
り
村
(
泊
村
)
　
に
つ
い
て
も
同
様
の
石
高
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、
筑
前
復
帰
後
の
小
早
川
秀
秋
が
、
文
禄
四
年
検
地
で
確
定
し
た

村
お
よ
び
そ
の
石
高
　
(
村
高
)
　
を
前
提
に
知
行
宛
行
を
実
施
し
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
か
つ
て
隆
景
隠
居
領
で
あ
っ
た
宗
像
郡
が
秀
秋
の
蔵

人
地
と
な
っ
て
い
た
事
実
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
松

野
主
馬
に
対
し
て
は
、
「
な
こ
り
村
・
り
う
け
ん
し
村
」
と
「
本
木
村
」
が
入
れ
替

(
1
7
)

わ
っ
た
内
容
の
同
日
付
の
蔵
人
目
録
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

宗
像
郡
内
の
村
高
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
豊
臣
直
轄

領
期
の
慶
長
三
　
(
一
五
九
八
)
年
八
月
四
日
、
筑
前
国
内
九
郡
の
代
官
に
浅
野
長

政
が
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
宗
像
・
鞍
手
両
郡
の
石
高
も
、
文
禄
四
年

(
1
8
)

検
地
高
に
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
け
の
知
行
宛
行
は
、
文
禄
四
年
検
地
当

時
の
村
の
構
成
を
前
提
と
し
、
し
か
も
そ
の
石
高
は
、
そ
の
後
の
豊
臣
直
轄
領
期

を
経
て
秀
秋
の
再
支
配
開
始
期
ま
で
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

(
1
9
)

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
長
四
年
の
他
の
知
行
宛
行
状
で
も
確
認
さ
れ
、
文
禄
四

年
検
地
に
よ
る
個
々
の
村
高
は
、
部
分
的
な
変
化
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的

に
そ
の
後
も
継
承
さ
れ
、
文
禄
年
間
は
も
と
よ
り
慶
長
年
間
に
も
そ
の
数
値
を
前

提
に
知
行
宛
行
が
実
施
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
指
出
前
之
帳
」
は
、
筑
前
入
国
後
の
黒
田
長
政
が
全

郡
規
模
で
実
施
し
た
指
出
に
よ
っ
て
入
手
し
た
小
早
川
秀
秋
支
配
期
の
筑
前
国
内



各
村
の
田
白
田
の
石
高
や
面
積
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
慶
長
四
(
一

五
九
九
)
年
に
筑
前
復
帰
が
な
っ
た
小
早
川
秀
秋
の
再
支
配
末
期
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
「
指
出
前
之
帳
」
に
見
え
る
村
高
と
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成

立
し
た
村
高
が
一
致
す
る
事
例
が
多
い
背
景
と
し
て
は
、
部
分
的
な
変
化
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
個
々
の
村
高
が
基
本
的
に
そ

の
後
も
継
承
さ
れ
、
そ
れ
を
前
提
に
文
禄
年
間
は
も
と
よ
り
、
慶
長
年
間
の
知
行

宛
行
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
　
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
と
軍
役

本
章
で
は
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
(
村
高
)
　
や
、
そ
れ
を

前
掟
に
実
施
さ
れ
た
給
人
に
対
す
る
知
行
宛
行
の
知
行
高
が
、
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
軍
役
賦
課
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
た
か
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

文
禄
四
　
二
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
け
で
一
斉
に
行
な
わ
れ
た
知
行
宛
行

で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
慶
長
二
　
(
一
五
九
七
)
年
四
月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
が

領
国
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
給
人
に
対
す
る
一
般

的
な
知
行
宛
行
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
「
鉄
他
者
」
　
に
対
す
る
知
行
宛
行
が
実

(
2
0
)

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

筑
前
国
穂
波
郡
土
師
・
土
居
・
弥
山
村
之
内
五
百
石
、
鉄
他
者
弐
拾
人
令
扶

助
託
、
其
方
取
沙
汰
可
仕
配
者
也

慶
弐四
月
朔
日

秀
俊
判

林
三
郎
右
衛
門
と
の
へ

宛
名
と
し
て
見
え
る
林
三
郎
右
衛
門
(
宗
重
)
に
対
し
て
は
、
小
早
川
秀
秋
(
当

時
は
ま
だ
小
早
川
秀
俊
)
　
が
秀
吉
の
朱
印
を
伴
う
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
年
十
二

月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
状
で
「
筑
後
竹
野
郡
石
垣
村
内
三
百
五
拾
石
」
を
与
え

じ
邸
爪

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
処
置
は
、
す
で
に
与
え
て
い
た
給
人
知
行
高
と

し
て
の
三
五
〇
石
に
加
え
て
、
一
人
あ
た
り
二
五
石
の
割
合
で
二
〇
人
分
五
〇
〇

石
を
「
鉄
他
者
」
扶
助
分
と
し
て
新
た
に
与
え
、
そ
の
「
取
沙
汰
」
　
に
つ
い
て
命

じ
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
も
、
今
回
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
「
筑
前
国
穂
波
郡

土
師
・
土
居
・
弥
山
村
之
内
五
百
石
」
は
、
そ
の
直
前
に
検
地
実
施
の
徴
証
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
(
村
高
)
　
の
組

合
せ
の
内
の
五
〇
〇
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
知
行
宛
行
が
実
施
さ
れ
た
慶
長
二
　
二
五
九
七
)
　
年
に
は
再
び

朝
鮮
侵
略
戦
争
が
始
め
ら
れ
、
秀
秋
自
身
も
朝
鮮
へ
向
け
て
渡
海
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
知
行
宛
行
は
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
来

る
べ
き
出
兵
に
備
え
、
給
人
に
扶
助
分
を
与
え
て
鉄
他
者
の
管
理
を
委
ね
る
意
図

の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
戦
闘
は
再
開
さ
れ
、
慶
長

二
　
(
一
五
九
七
)
年
末
か
ら
翌
三
　
(
一
五
九
八
)
　
年
正
月
に
か
け
て
蔚
山
(
ウ
ル

サ
ン
)
　
城
で
は
、
激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
の
攻
防
戦
直
後
の
正
月
二
十
九
日
、
小
早
川
秀
秋
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
帰
国

(
2
2
)

の
途
に
つ
く
こ
と
に
な
る
が
、
戦
時
体
制
が
た
だ
ち
に
解
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

へ

2

3

)

い
。
次
の
文
書
は
そ
の
年
の
四
月
の
も
の
で
あ
り
、
蔚
山
城
近
く
の
西
生
浦
(
ソ

セ
ン
ポ
)
　
城
の
在
番
に
つ
い
て
、
山
口
宗
永
が
指
令
し
た
内
容
を
伝
え
る
も
の
で

8



あ
る
。;

ご

5

「

慶
長
三
年

西
生
浦
在
番
人
数
帳

四
月
廿
日
　
　
」

五
月
関
目
ヨ
リ
九
月
追
、
此
替
ハ
九
月
朔
日
ニ
な
し
ま
可
出
船

一
番
　
七
百
冊
六
人
　
　
　
　
日
野
左
近

十
月
司
H
ヨ
リ
二
月
ま
て
、
此
持
ハ
二
月
朔
日
こ
な
し
ま
可
出
船

二
番
　
七
百
丹
弐
人
　
　
　
　
清
水
五
郎
左
衛
門
尉

三
月
朔
日
ヨ
リ
七
月
ま
て
、
此
曹
ハ
七
月
朔
日
こ
な
し
ま
可
出
前

三
番
　
七
百
五
拾
人
　
　
　
　
仁
保
民
部
少
輔

八
月
珂
ロ
コ
リ
十
二
月
ま
で
、
此
書
ハ
十
二
月
間
‖
こ
な
し
ま
可
出
船

四
番
　
七
百
丹
九
人
　
　
　
　
村
上
三
郎
兵
衛

一
百
廿
四
人

一
弐
百
四
人

一
六
拾
四
人

一
五
拾
六
人

一
拾
弐
人

一
拾
八
人

一
拾
弐
人

一
拾
四
人

一
弐
十
人

一
拾
四
人

一
弐
十
人

一
拾
弐
人

一
拾
五
人

一
拾
人

一
百
四
人

一
拾
人

一
三
拾
人

鉄
胞
三
十
壱
丁

同
五
十
壱
丁

同
拾
六
丁

同
拾
三
丁

同
壱
丁

同
弐
丁

鉄
砲
壱
丁

同
壱
丁

同
廿
丁

同
壱
丁

同
廿
丁

同
壱
丁

同
拾
五
丁

同
壱
丁

同
廿
六
丁

同
壱
丁

同
七
丁

村
上
三
郎
兵
衛
尉

玖
太
郎
兵
衛
尉

門
住
所
小
兵
衛
尉

黒
木
与
兵
衛
尉

進
藤
太
郎
左
衛
門
尉

中
嶋
治
右
衛
門
尉

管
新
九
郎

江
口
九
郎
右
衛
門
尉

同
人
預
り
鉄
胞

林
三
郎
右
衛
門
尉

同
人
預
り
鉄
胞

豊
田
与
右
衛
門
尉

同
人
預
り
鉄
砲

明
石
彦
三
郎

村
上
助
右
衛
門
尉

内
海
市
兵
衛
尉

鵜
飼
又
兵
衛
尉

以
上

右
西
生
浦
御
番
閏
を
以
相
定
上
着
、
弥
無
由
断
御
在
番
肝
要
候
、
来
年
御
働

候
ハ
1
、
三
番
衆
者
押
と
な
し
可
有
在
陣
候
、
帰
陣
之
時
四
番
衆
直
二
被
残

置
、
当
番
可
有
御
懲
候
、
対
馬
わ
に
ノ
浦
御
蔵
屋
し
き
。
頭
と
し
て
、
た
し
か

の
も
の
弐
人
宛
御
置
候
て
、
往
来
の
用
所
御
叶
尤
候
、
与
中
若
喧
嘩
口
論
之

儀
在
之
者
、
双
方
可
被
任
御
法
度
候
、
井
御
普
請
人
数
遣
候
儀
、
貴
所
割
符

次
第
。
候
、
無
承
引
聾
、
毛
利
壱
岐
守
相
談
候
て
被
加
御
成
敗
候
て
も
不
苦

候
、
以
上
、

卯
月
廿
日

山
口
玄
蕃
頭
　
(
花
押
)

以
上
鉄
胞
数
弐
百
八
丁

村
上
三
郎
兵
衛
殿

す
な
わ
ち
、
在
番
衆
を
一
番
か
ら
四
番
ま
で
の
四
隊
に
分
け
、
日
野
・
清
水
・

仁
保
・
村
上
の
四
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
官
と
し
て
筑
前
名
島
か
ら
の
出
発
と
西

生
浦
で
の
在
番
を
指
令
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
書
は
村
上
三
郎
兵
衛
　
(
景

親
)
　
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
村
上
自
身
を
は
じ
め
指
揮
下
の
家
臣
が
率
い
る
兵

員
と
所
持
す
べ
き
鉄
砲
の
割
当
数
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
割
当
数
と
家
臣
の
知
行
高
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
右
の
史
料
に
見
え
る
人
々
の
う
ち
で
、
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
け
の

(
2
4
)

知
行
宛
行
状
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
は
村
上
三
郎
兵
衛
尉
、
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8

)

門
住
所
小
兵
衛
尉
、
中
嶋
治
右
衛
門
尉
、
林
三
郎
右
衛
門
尉
、
村
上
助
右
衛
門
尉

で
あ
り
、
彼
ら
の
知
行
高
は
そ
れ
ぞ
れ
三
一
〇
〇
石
、
一
六
〇
〇
石
、
四
五
〇
石
、

三
五
〇
石
、
二
六
〇
〇
石
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
知
行
高
と
割
り
当
て
ら
れ

た
兵
員
と
鉄
砲
の
数
を
示
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。

ま
ず
、
兵
員
数
を
見
る
と
、
村
上
三
郎
兵
衛
尉
以
下
五
名
の
割
当
数
は
知
行
高

一
〇
〇
石
に
つ
き
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
期
に

(
2
9
)

お
い
て
中
国
・
四
国
大
名
に
見
ら
れ
た
軍
役
賦
課
基
準
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
慶
長
期
(
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
期
)
　
の
も
の
は
、
太
閤
検
地
の
実
施
に
よ

っ
て
成
立
し
た
石
高
を
基
準
と
し
て
い
る
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
統
一
基
準
の
も
と
領
国
全
域
に
お
い
て
村
単
位
で
実
施
し
た
検
地
を
ふ
ま
え

て
豊
臣
政
権
が
決
定
し
た
石
高
を
基
礎
に
、
知
行
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
四
人
と
い

う
軍
役
賦
課
基
準
を
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
準
は
同
じ
で

あ
っ
て
も
、
軍
役
賦
課
の
内
容
そ
の
も
の
は
以
前
に
比
べ
格
段
に
強
化
さ
れ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
こ
の
軍
役
賦
課
基
準
を
参
考
に
、
五
名
以
外
の
者
に
つ
い
七
、
兵
員
数

か
ら
逆
に
推
定
さ
れ
る
知
行
高
を
や
は
り
表
2
に
示
し
て
み
た
。
す
る
と
、
鉄
灼

数
に
関
し
て
も
知
行
高
と
相
関
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ

.

ち
、
知
行
高
一
六
〇
〇
石
以
上
は
一
〇
〇
石
に
つ
き
一
丁
と
い
う
割
合
で
あ
り
、

そ
れ
以
下
も
知
行
高
に
ほ
ぼ
比
例
し
た
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
三
郎

右
衛
門
尉
の
　
「
預
り
鉄
灼
」
と
し
て
二
〇
人
二
一
〇
丁
と
い
う
数
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
先
の
史
料
で
見
た
林
に
対
す
る
「
鉄
他
者
」
　
二
〇
人
分
の
知
行
宛
行
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
り
、
鉄
他
者
一
人
が
一
丁
の
鉄
抱
を
所
持
す
る
計
算
と
な
っ
て

表2　慶長三年西生浦在番人数帳に見える兵員・鉄抱数と知行高の関係

名　　　 前 兵 員 数 鉄 抱 数 知 行高 知行 高 の出典

村上 三郎 兵衛 尉 1 2 4 人 3 1 丁 3 1 0 0 石 『萩藩 閥 閲録 』巻 23

杉 太郎兵 衛尉 2　0　4 人 5 1 丁 5 100 石 (推定 )

問註 所小 兵衛 尉 6 4 人 1 6 丁 1 6 0 0 石 「問証所 文書 」

黒 木与兵 衛尉 5 6 人 1 3 丁 1400 石 (推 定 )

進藤 太郎 左衛 門尉 1 2 人 1 丁 300 石 (推定 )

中嶋 治右 衛 門尉 1 8 人 2 丁 4　5　0 石 「吉井 良尚氏所 蔵文書」

管新 九郎 1 2 人 1 丁 3 00 石 (推定 )

江 口九郎 右衛 門 j討 1 4 人 1 丁 3 50 石 (推定 )

同人 預 り鉄灼 2　0 人 2 0 丁 5 00 石 (推定 )

林三 郎右 衛門尉 1 4 人 1 丁 3 5 0 石
r萩藩 閥 閲録』巻 66

同人 預 り鉄砲 2 0 人 2 0 丁 5 0 0 石

豊 田与 右 衛門尉 1 2 人 l T 3 00 石 (推定 )

同人預 り鉄 胞 1 5 人 1 5 丁 3 75 石 (推定 )

明石彦 三郎 1 0 人 1 丁 2 50 石 (推定 )

村上助 右雀i門尉 1 0 4 人 2 6 丁 2 6 0 0 石 「紀 伊古 文書 62」

内海市 兵衛 尉 1 0 人 l T 2 50 石 (推定 )

鳥 飼又 兵衛 尉 3 0 人 7 丁 7 50 石 (推定 )

総　　　　　 数 ; 7 3 9 人 2 0 8 丁

楕考:知行高(推定)は、兵員1人につき25石(100石につき4人)で算出
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い
る
。
一
方
、
鉄
也
者
を
率
い
る
林
三
郎
右
衛
門
尉
自
身
の
場
合
は
、
知
行
高
に

関
係
な
く
鉄
庖
一
丁
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
鉄
砲
者
を
率
い
て
い
る
江
口

九
郎
右
衛
門
尉
や
豊
田
与
右
衛
門
尉
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
右
の
史
料
は
、
豊
臣
政
権
が
直
接
実
施
し
た
太
閤
検
地
に
よ
っ

て
成
立
し
た
石
高
(
知
行
高
)
　
が
、
実
際
に
兵
員
や
鉄
砲
の
軍
役
賦
課
基
準
と
な

(

3

リ

)

っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
時
に
お
け
る
小
早
川
秀
秋

の
軍
役
賦
課
は
、
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
、
お
よ
び
出
陣
直
前

の
慶
長
二
年
四
月
朔
日
付
け
の
鉄
砲
者
に
対
す
る
知
行
宛
行
の
知
行
高
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
慶
長
二
年
四
月
朔
日
付
け
の
知
行
宛
行
に
見
ら
れ
る
知

行
高
は
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
高
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
時
の
軍
役
賦
課
は
文
禄
四
年
検
地
に
よ

っ
て
成
立
し
た
村
高
、
そ
し
て
そ
れ
を
構
成
要
素
と
す
る
知
行
高
を
基
準
に
実
施

さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

三
　
秀
秋
の
復
領
と
知
行
制

本
章
で
は
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
に
始
ま
る
秀
秋
の
領
国
再
支
配
の
内
容

に
つ
い
て
考
察
し
、
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
　
年
か
ら
慶
長
二
　
(
一
五
九
七
)
年
ま

で
の
、
豊
臣
直
轄
領
期
以
前
の
秀
秋
に
よ
る
支
配
内
容
と
の
比
較
を
行
な
う
と
と

も
に
、
再
支
配
期
に
お
け
る
知
行
制
と
文
禄
四
年
検
地
高
と
の
関
係
に
つ
い
て
改

め
て
検
討
し
た
い
。

慶
長
二
　
二
五
九
七
)
　
年
末
、
朝
鮮
出
陣
中
の
小
早
川
秀
秋
の
も
と
に
秀
吉
の

帰
国
命
令
が
届
き
、
そ
れ
に
従
っ
て
翌
三
　
二
五
九
八
)
　
年
正
月
下
旬
に
帰
国
し

た
秀
秋
に
果
然
の
越
前
転
封
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
筑
前
を
は
じ
め
と
す

る
秀
秋
の
領
国
は
そ
の
ま
ま
豊
臣
直
轄
領
と
な
り
、
石
田
三
成
が
代
官
に
任
じ
ら

れ
た
。
し
か
し
J
同
年
八
月
四
日
に
は
、
秀
吉
朱
印
状
に
よ
っ
て
新
た
に
浅
野
長

(
3
1
)

政
が
筑
前
国
内
九
郡
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
、
結
局
、
直
轄
領
化
さ
れ
た
旧
秀
秋
領

は
石
田
・
浅
野
の
両
名
に
よ
っ
て
代
官
支
配
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
そ
の
直
後
の
八
月
十
八
日
に
豊
臣
秀
吉
が
没
し
、
そ
の
結
果
、
朝
鮮

侵
略
戦
争
は
終
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
石
田
・
浅
野
両
名
は
直
轄
領
年
貢
の
収
納

だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
派
遣
軍
の
撤
収
と
い
う
重
要
任
着
を
帯
び
て
筑
前
博
多
に
下

向
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
名
の
代
官
に
よ
る
直
轄
領
支
配
を
経
た
の
ち
、
翌
慶

長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
に
は
小
早
川
秀
秋
の
筑
前
復
帰
の
運
び
と
な
り
、
正
月
十

(
3
2
)

五
日
、
国
内
各
郡
に
五
ヵ
条
か
ら
な
る
秀
秋
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
。

か
く
し
て
秀
秋
の
筑
前
を
中
心
と
す
る
領
国
支
配
は
再
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

以
前
の
支
配
内
容
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
支
配
領
域
の
変
化

と
家
臣
団
の
変
動
で
あ
る
。

ま
ず
、
支
配
領
域
の
変
化
で
あ
る
が
、
か
つ
て
隆
景
隠
居
領
で
あ
っ
た
筑
前
国

宗
像
郡
・
鞍
手
郡
・
御
牧
郡
内
約
五
万
石
余
り
の
所
領
は
、
慶
長
二
　
(
一
五
九
七
)

年
六
月
に
隆
景
が
死
去
し
た
こ
と
で
豊
臣
政
権
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、

翌
三
(
一
五
九
八
)
年
に
豊
臣
直
轄
領
に
編
入
さ
れ
た
の
ち
、
翌
四
(
一
五
九
九
)

年
に
は
筑
前
復
帰
し
た
秀
秋
の
新
た
な
支
配
領
域
と
な
っ
た
。
こ
の
所
領
は
、
隆

景
隠
居
領
時
代
は
基
本
的
に
隆
景
の
知
行
地
で
あ
り
、
秀
秋
の
直
接
支
配
が
及
ぶ
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の
は
慶
長
四
年
以
降
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
隆
景
隠
居
領
を
対
象
と
す
る
蔵

人
地
の
設
定
や
諸
給
人
へ
の
知
行
宛
行
が
、
支
配
再
開
後
の
秀
秋
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
家
臣
団
の
変
動
で
あ
る
が
、
慶
長
三
　
(
一
五
九
八
)
年
の
越
前
転
封
の
際

に
は
旧
隆
景
家
臣
の
多
く
が
秀
秋
の
許
を
離
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
年
と
推

定
さ
れ
る
八
月
十
七
日
に
、
山
口
宗
永
は
安
国
寺
恵
壕
に
宛
て
た
書
状
の
中
で
「
今

日
越
州
へ
地
下
候
、
就
共
、
清
水
五
郎
左
衛
門
方
、
雄
被
成
御
抱
度
儀
候
、
如
御

存
知
之
、
御
領
知
少
分
之
儀
二
付
両
、
無
其
儀
候
、
輝
元
様
被
伸
上
、
彼
身
上
相

(
3
3
)

続
候
様
、
御
馳
走
、
於
我
等
も
可
為
本
望
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
山
口
宗
永
が
清

水
五
郎
左
衛
門
(
景
治
)
　
の
そ
の
後
の
身
上
に
つ
い
て
安
国
寺
恵
現
を
介
し
て
毛

利
輝
元
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
九
月
八
日
に
は
毛
利
輝
元
が
石
田
三
成
に
宛
て
た
書
状
の
中
で
「
隆
景

家
人
共
、
秀
秋
へ
相
続
被
仕
候
処
、
越
前
御
国
香
付
両
、
被
相
放
候
、
然
処
御
方

(封)

可
被
相
抱
之
由
、
真
御
碩
敷
、
於
吾
等
令
祝
着
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
旧
隆
景
家

臣
を
引
き
受
け
る
と
い
う
三
成
の
内
意
を
得
た
毛
利
輝
元
が
謝
意
を
表
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
秀
秋
の
越
前
転
封
に
際
し
て
、
彼
の
許
を
離
れ
て
毛
利
輝
元

や
石
田
三
成
の
指
揮
下
に
入
る
旧
隆
景
家
臣
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
年
の
筑
前
復
帰
に
際
し
て
も
、
秀
秋
家
臣
団
の

変
動
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
文
禄
四
年
検
地
を
主
導
し
た
山
口
宗
永

や
そ
の
配
下
と
思
わ
れ
る
渡
辺
勘
右
衛
門
尉
や
蒔
田
次
郎
兵
衛
ら
の
姿
は
す
で
に

な
く
、
西
郡
和
泉
守
・
杉
原
下
野
守
重
政
・
伊
藤
雅
楽
頭
重
家
ら
を
中
心
と
す
る

家
臣
団
が
秀
秋
復
帰
後
の
領
国
支
配
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秀
秋
の
領
国
再
支
配
は
、
拡
大
し
た
所
領
と
変
動
し
た
家
臣
団

を
前
提
に
、
新
た
な
知
行
宛
行
を
行
な
う
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

先
に
〓
早
で
取
り
上
げ
た
旧
隆
景
隠
居
領
を
対
象
と
す
る
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)

年
三
月
三
日
付
け
の
蔵
人
地
設
置
は
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
で

あ
り
、
同
時
に
一
般
給
人
や
鉄
他
者
に
対
す
る
知
行
宛
行
も
実
施
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
、
蔵
人
地
代
官
に
与
え
ら
れ
た
蔵
人
目
録
や
諸
給
人
へ
の
知

(
3
5
)

行
方
目
録
お
よ
び
鉄
砲
者
知
行
日
録
(
水
夫
知
行
男
日
録
)
の
中
に
見
ら
れ
る

個
々
の
村
高
は
、
基
本
的
に
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
か
村
以
上
で
構
成
さ
れ
る
石
高
の
場
合
、
そ
の
内
容
は
直
轄
領
期
の
状

況
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
野
左
近
　
(
景
幸
)
　
宛
の

慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
三
月
三
日
付
知
行
方
目
録
で
は
、
筑
前
国
下
座
郡
の
白

鳥
村
と
富
永
村
が
一
括
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
直
轄
領
期
の
慶
長
三
　
(
一
五

九
八
)
年
十
二
月
十
三
日
付
け
で
石
田
三
成
が
発
給
し
た
年
貢
皆
済
状
に
お
い
て

(
3
6
)

も
「
下
座
郡
白
鳥
村
・
冨
永
村
百
姓
中
」
宛
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
慶

長
四
　
(
l
五
九
九
)
年
三
月
三
日
付
け
の
秀
秋
に
よ
る
知
行
宛
行
は
、
直
轄
領
期

の
村
落
構
成
を
そ
の
ま
ま
ふ
ま
え
た
形
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
文

禄
四
年
検
地
高
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
松
野
主
馬
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
鉄
胞
者
知
行

目
録
で
あ
る
。
慶
長
四
　
二
五
九
九
)
　
年
三
月
三
日
付
け
の
知
行
目
録
に
は
「
六

(
3
7
)

百
拾
五
石
　
筑
前
鞍
手
郡
新
北
村
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
文
禄
四
(
一
五
九
五
)
年
十

二
月
朔
日
付
け
で
小
早
川
隆
景
に
宛
て
ら
れ
た
知
行
方
目
録
に
見
え
る
石
高
と
一

致
し
、
秀
秋
の
筑
前
復
帰
直
後
の
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
三
月
三
日
付
け
の
知
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行
宛
行
が
文
禄
四
年
検
地
に
よ
る
村
高
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付

け
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
指
出
前
之
帳
」
に
見
え
る
鞍
手
郡
新
北
村
の
石
高
は

九
九
一
石
余
と
な
っ
て
お
り
、
約
二
七
六
石
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
す
な
わ
ち
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
石
高
が
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
知
行
宛
行
状

(
3
8
)

の
発
給
以
後
に
成
立
し
た
こ
と
を
物
語
る
重
要
な
証
左
と
言
え
る
。

さ
て
、
翌
慶
長
五
　
(
一
六
〇
〇
)
年
に
も
、
小
早
川
秀
秋
の
新
た
な
知
行
宛
行

の
実
施
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
年
に
引
き
続
き
、
三
月
三
日
付
け
で
秀

(
3
9
)

秋
か
ら
松
野
主
馬
に
対
し
て
蔵
人
目
録
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
松
野
に
対
し
て

は
、
す
で
に
前
年
の
同
じ
日
に
早
良
・
宗
像
両
郡
内
所
領
の
蔵
人
目
録
と
鞍
手
・

嘉
摩
両
郡
内
所
領
の
鉄
砲
者
知
行
日
録
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
処
置
に

ょ
っ
て
さ
ら
に
早
良
・
糟
屋
両
郡
内
で
約
六
千
石
の
蔵
人
目
録
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
八
月
に
は
秀
秋
に
よ
る
替
地
宛
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(
4
0
)

八
月
十
九
日
付
で
志
方
主
殿
宛
て
と
日
野
左
近
宛
て
の
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、
両

者
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
「
為
上
地
之
替
」
も
し
く
は
「
為
上
地
番
」
と
あ
る
よ
う

に
、
知
行
地
の
収
公
を
前
提
と
す
る
替
地
宛
行
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
・
年
に
給
人
に
対
し
て
い
っ
た
ん
知
行
宛
行
を
行
な
っ

た
も
の
の
、
一
年
後
に
新
た
に
知
行
地
収
公
と
そ
れ
に
伴
う
替
地
宛
行
を
行
む
う

な
ど
、
知
行
の
再
編
成
を
実
施
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
文
禄
四
年
検
地
高
と
　
「
指
出
前
之
帳
」
高
と
の
問
に
一
部
見
ら

れ
る
石
高
の
差
は
、
秀
秋
の
筑
前
復
帰
後
の
こ
う
し
た
知
行
再
編
成
な
ど
の
結
果

生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
復
帰
直
後
の
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
知

行
宛
行
状
は
、
基
本
的
に
は
直
轄
領
期
の
状
況
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
そ
れ
は
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
知
行
宛
行
状
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
筑
前
復
帰
後
に
推
進
さ
れ
た
秀
秋
に
よ
る

独
自
の
領
国
支
配
の
結
果
が
、
一
部
の
村
に
お
け
る
石
高
変
化
と
な
っ
て
現
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
旧
小
早
川
隆
景
隠
居
領
で
あ
り
、
秀
秋
復
帰

後
に
彼
の
領
国
内
に
新
た
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
宗
像
・
鞍
手
両
郡
に

お
い
て
、
石
高
の
変
化
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
事
実
も
こ
の
仮
説
を
裏
付
け
て

く
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
替
地
宛
行
状
は
、
秀
秋
の
花
押
で
は
な
く
黒
印
に
よ
る
発

給
を
特
徴
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
の
知
行
宛
行
状
に
必

ず
添
え
ら
れ
て
い
た
秀
吉
朱
印
が
も
は
や
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
か
つ
て
秀
吉
朱

印
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
筑
前
国
内
の
有
力
寺
社
に
対
す
る
所
領
安
堵
　
(
所

領
寄
進
)
　
も
、
秀
秋
の
筑
前
復
帰
後
は
、
彼
自
身
の
判
物
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る

(
4
1
)

こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
禄
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
秀
秋
の
支
配
は
、
豊

臣
政
権
の
強
い
影
響
下
、
補
佐
役
の
山
口
宗
永
に
よ
っ
て
政
務
が
主
導
さ
れ
て
い

た
が
、
慶
長
四
年
か
ら
始
ま
る
新
た
な
支
配
に
お
い
て
は
、
家
臣
団
構
成
を
は
じ

め
と
し
て
、
豊
臣
政
権
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い
秀
秋
独
自
の
支
配
内
容
が
見
ら

れ
た
の
で
あ
り
、
慶
長
五
　
(
〓
ハ
○
○
)
年
の
知
行
再
編
成
は
そ
の
一
つ
の
現
わ

れ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
年
か
ら
始
ま
る
秀
秋
の
筑
前

を
中
心
と
す
る
領
国
再
支
配
は
、
拡
大
し
た
所
領
と
変
動
し
た
家
臣
団
を
背
景
に
、

蔵
人
地
の
設
定
や
給
人
へ
の
知
行
宛
行
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
翌
五
年
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に
も
知
行
の
再
編
成
を
実
施
す
る
な
ど
、
そ
の
内
容
に
は
文
禄
四
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
秀
秋
の
支
配
と
は
異
な
り
、
豊
臣
政
権
の
影
響
を
直
接
受
け
な
い
独
自
の
領

国
支
配
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
秀
秋
の
政
治
姿
勢
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
支
配
内
容
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
行
制
の
基
礎
で
あ
る
知
行
高
や
そ
の

構
成
要
素
で
あ
る
村
高
は
基
本
的
に
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
高
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村

高
は
、
直
轄
領
期
を
経
て
秀
秋
の
再
支
配
期
に
お
い
て
も
知
行
制
の
基
数
と
し
て

機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
村
高
の
一
部
変
動
も
み
と
め
ら

れ
、
そ
れ
が
文
禄
四
年
検
地
高
と
　
「
指
出
前
之
帳
」
高
と
の
間
で
部
分
的
な
数
値

の
商
灘
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
近
年
中
野
等
氏
は
、
石
高
制
原
理
が
外
部
か
ら
強
制
的
に
移
入

さ
せ
ら
れ
た
地
域
に
あ
っ
て
は
、
年
貢
収
納
の
原
則
と
軍
役
賦
課
の
原
則
と
い
う

二
つ
の
基
準
が
直
ち
に
一
元
的
に
編
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
特
に
九

州
筑
後
国
の
事
例
を
検
討
さ
れ
、
同
国
で
は
慶
長
五
　
(
一
六
〇
〇
)
年
の
田
中
氏

入
部
に
よ
り
、
よ
う
や
く
石
高
制
原
理
の
も
と
で
の
年
貢
収
奪
が
実
施
日
程
に
の

ぼ
る
と
結
論
さ
れ
、
石
高
は
領
主
階
級
間
の
知
行
・
軍
役
関
係
こ
そ
規
定
す
る
も

(
1
3
)

の
の
、
年
貢
の
賦
課
・
収
奪
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
と
主
張
さ
れ
た
。

で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
小
早
川
秀
秋
領
で
検
討
し
て
み
た
い
。

、‖l

ま
ず
、
中
野
氏
も
引
用
さ
れ
た
筑
後
国
の
史
料
を
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

(
塞
　
慶
長
八
年
　
生
業
郡
之
内
星
野
谷
村

四
　
年
貢
収
納
と
石
高

こ
れ
ま
で
、
三
章
に
わ
た
り
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
が
、

小
早
川
秀
秋
の
知
行
制
や
軍
役
賦
課
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
た
か
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
が
、
最
後
に
年
貢
収
納
と
の
関
係
に
つ
い
▼
て
考
察
し
た
い
。

豊
臣
政
権
の
検
地
と
石
高
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
三
鬼
清
一
郎
氏
が
「
豊

臣
政
権
は
、
太
閤
検
地
を
全
国
的
に
施
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
農
民
経
営
を

檜
力
の
基
礎
と
し
て
把
握
し
、
国
内
の
征
服
戦
争
の
延
長
上
に
朝
鮮
出
兵
を
構
想

す
る
と
い
う
封
建
的
統
一
の
実
現
過
程
の
な
か
で
、
全
領
主
階
級
を
知
行
関
係
で

結
合
さ
せ
た
」
と
し
て
、
年
貢
収
納
の
原
則
と
軍
役
賦
課
の
原
則
が
石
高
制
に
よ

(
4
2
)

っ
て
統
一
さ
れ
る
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

慶
長
元
年
物
成
語

八
月
吉
日

玄
番
高

一
三
百
三
拾
八
石
四
合

御
帳

御
代
官
越
前
守
」

御
物
成
百
六
拾
九
石
弐
合
内

七
拾
九
石
五
斗
四
合
窮

星
野
谷
村

高
二
付
五
ツ
成

大
豆

八
拾
九
石
四
斗
四
升
七
合
競
　
白
米

茶

一
銀
子
三
拾
四
文
目
者
　
是
ハ
柿
　
三
色
之
代

か
ミ

右
之
分
、
中
納
言
様
御
代
、
御
給
人
麻
生
次
郎
左
衛
門
殿
御
納
所
仕
侯



一
銀
子
五
拾
目
者
　
　
　
是
ハ
札
銭

一
漆
五
拾
盃
者
但
め
し
わ
ん
に
て
　
是
ハ
事
獅
秋
の

一
綿
弐
百
目
者
　
　
　
　
是
ハ
桑
之
代

右
之
分
三
色
者
、
中
納
言
様
御
内
渡
辺
勘
右
衛
門
殿
江
御
納
所
仕
候

慶
長
元
年
分

慶
長
八
年
五
月
十
一
日

御
代
官
樋
口
越
前

庄
屋作
蔵

百
姓三
郎
兵
衛

宮
川
佐
渡
守
殿

鳴
海
六
左
衛
門
殿

こ
れ
は
、
慶
長
八
　
(
一
六
〇
三
)
　
年
五
月
、
筑
後
国
生
業
郡
星
野
谷
村
の
代
官

で
あ
っ
た
樋
口
越
前
守
　
(
実
長
)
　
が
、
庄
屋
作
蔵
・
百
姓
三
郎
兵
衛
と
と
も
に
慶

長
元
　
(
一
五
九
六
)
年
当
時
の
同
村
の
年
貢
収
納
状
況
を
、
領
主
田
中
氏
の
重
臣

で
あ
る
宮
川
佐
渡
守
と
鳴
海
六
左
衛
門
の
両
名
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
慶
長
八
年
に
田
中
氏
が
支
配
村
落
の
年
貢
収
取
の
実
態
に
関
わ
る
調
査
を
豊

臣
期
段
階
の
慶
長
元
年
ま
で
遡
っ
て
実
施
し
た
事
例
と
言
え
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
同
村
の
村
高
は
三
三
八
石
四
合
で
、
「
御
物
成
」
は
高
に

付
き
「
五
ツ
」
　
の
〓
ハ
九
石
二
合
で
、
そ
れ
が
大
豆
と
白
米
で
収
納
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
の
ほ
か
に
銀
子
・
漆
・
綿
の
納
入
が
あ
り
、
た
と

え
ば
銀
子
三
拾
四
文
目
が
「
茶
・
柿
・
か
ミ
三
色
之
代
」
と
し
て
「
御
給
人
麻
生

次
郎
左
衛
門
殿
」
　
に
、
綿
弐
百
目
が
「
桑
之
代
」
と
し
て
銀
子
五
拾
目
・
漆
五
拾

盃
と
と
も
に
「
中
納
言
様
御
内
渡
辺
勘
右
衛
門
殿
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
村
高
の
五
割
の
免
率
で
大
豆
・
白
米
に
よ
る
年
貢
収
納
が

果
た
さ
れ
た
ほ
か
、
銀
子
や
漆
・
綿
な
ど
雑
多
な
収
納
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
「
中
納
言
様
御
代
、
御
給
人
麻
生
次
郎
左
衛
門
殿
」

と
い
う
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
慶
長
元
年
当
時
こ
の
星
野
谷
村
は
小
早
川

秀
秋
の
支
配
領
域
に
含
ま
れ
、
し
か
も
麻
生
次
郎
左
衛
門
(
家
氏
)
　
の
給
地
と
な

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
村
の
雑
多
な
収
取
体
系
の
う
ち
、
l
村

高
の
五
割
の
免
率
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
大
豆
・
白
米
の
基
本
年
貢
や
一
部
の
銀

子
が
給
人
で
あ
る
麻
生
次
郎
左
衛
門
に
、
銀
子
・
漆
・
綿
が
小
早
川
秀
秋
の
「
御

内
」
　
で
あ
る
渡
辺
勘
右
衛
門
の
も
と
に
収
納
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
村
の
基
本
年
貢
を
算
出
す
る
際
の
基
準
値
と
な
っ
た
こ
の
村
高
三

三
八
石
四
合
と
は
、
い
っ
た
い
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
写
し
で
は
あ

る
が
、
麻
生
氏
に
対
す
る
秀
吉
発
給
の
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付

(4。J)

知
行
方
目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
筑
後
国
三
井
郡
お
よ
び
生
葉

郡
内
の
合
計
四
六
〇
〇
石
が
九
筆
の
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
一
つ

(
4
6
)

と
し
て
「
三
百
三
十
八
石
壱
升
　
同
星
野
山
村
」
と
い
う
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
村
で
は
、
種
々
雑
多
な
内
容
で
、
し
か
も
収
納
先
の
複
雑
さ

と
い
っ
た
状
況
は
あ
る
も
の
の
、
慶
長
元
(
一
五
九
六
)
年
当
時
の
基
本
年
貢
(
白

米
・
大
豆
)
　
の
算
定
基
準
が
文
禄
四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
高
で
あ
っ
た
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こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
村
で
は
、
文
禄
四
年
検
地
高
が
秀

秋
の
知
行
制
や
軍
役
賦
課
だ
け
で
な
く
、
年
貢
収
納
の
基
準
高
と
し
て
も
機
能
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
中
野
氏
に
よ
れ
ば
筑
後
国
は
石
高
制
原
理
が
外

部
か
ら
強
制
的
に
移
入
さ
せ
ら
れ
た
地
域
と
し
て
、
石
高
は
領
主
階
級
間
の
知

行
・
軍
役
関
係
こ
そ
規
定
す
る
も
の
の
、
年
貢
の
賦
課
・
収
奪
と
は
ま
っ
た
く
無

関
係
で
あ
り
、
慶
長
五
　
(
一
六
〇
〇
)
年
の
田
中
氏
入
部
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
石

高
制
原
理
の
も
と
で
の
年
貢
収
奪
が
実
施
日
程
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。

(蕃)

こ
う
し
た
氏
の
主
張
は
、
筑
後
国
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
玄
番
高
」
な
る
語
句

を
付
し
た
高
と
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
け
の
秀
吉
知
行
方
日
録

の
村
高
の
一
致
す
る
事
例
が
検
出
で
き
な
い
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

(苗)

る
。
す
な
わ
ち
「
玄
番
高
」
　
と
は
、
文
禄
四
年
検
地
と
は
直
接
関
係
せ
ず
、
関
ケ

原
の
合
戦
の
の
ち
当
地
を
支
配
し
た
田
中
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
年
貢

賦
課
基
準
で
あ
り
、
し
か
も
知
行
表
示
基
準
と
し
て
は
別
に
「
田
中
高
」
が
あ
り
、

(
4
7
)

こ
の
二
つ
の
異
な
る
石
高
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
筑
後
国
生
薬
郡
星
野
谷
村
の
場
合
は
、
前
掲
の
史
料
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
慶
長
元
　
(
一
五
九
六
)
　
年
当
時
の
基
本
年
貢
の
算
定
基
準
で
あ
る
三
三

(葛)

八
石
四
合
を
「
玄
番
高
」
　
と
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
文
禄
四
年
検
地
高
三
三
八
石

一
升
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
中
野
氏
は
、
こ
の
史
料
を
、
田
中
氏
が
慶
長
八
　
(
一

六
〇
三
)
　
年
に
支
配
村
落
の
年
貢
収
取
の
実
態
に
関
わ
る
調
査
を
広
範
に
実
施
し

た
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
文
禄
四
年
検
地
高
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
現
実
に
文
禄
四
年
検
地
高
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
し
か
も
年
貢
収
納
の
基

準
と
な
っ
た
高
が
筑
後
国
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外

部
か
ら
石
高
制
原
理
が
移
入
さ
せ
ら
れ
た
地
域
に
あ
っ
て
も
、
石
高
制
原
理
の
も

と
で
年
貢
収
納
が
果
た
さ
れ
て
い
る
事
例
が
検
出
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
星
野
谷
村
が
小
早
川
秀
秋
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く

必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
野
氏
が
石
高
制
原
理
の
適
用
が
畿
内
と
九
州
で
は

異
な
る
と
い
う
地
域
性
に
着
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
じ
九
州
に
あ
っ
て
も
、
石
高

制
原
理
の
適
用
に
は
地
域
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
戦
国
期
の
有
力
国
人
領
主
が
豊
臣
政
権
の
政
治
判
断
に
よ
り
一
斉
に
他

国
に
転
封
さ
れ
た
あ
と
に
入
部
し
た
小
早
川
隆
景
、
そ
し
て
彼
の
あ
と
を
引
き
継

い
だ
小
早
川
秀
秋
の
領
国
内
と
、
他
国
に
転
封
さ
れ
た
国
人
領
主
、
た
と
え
ば
筑

後
立
花
氏
の
領
国
内
と
で
は
、
豊
臣
政
権
の
政
策
浸
透
の
あ
り
か
た
、
す
な
わ
ち

石
高
制
原
理
の
浸
透
度
に
も
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
筑
前
一
国
お
よ
び
筑
後
四
郡
・
肥
前
二
郡
か
ら
な
る
小
早

川
秀
秋
領
で
は
、
文
禄
四
年
検
地
の
実
施
に
よ
り
村
単
位
で
検
地
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
成
果
が
名
島
を
経
て
伏
見
に
上
申
さ
れ
た
の
ち
、
豊
臣
政
権
の
も
と
で
R
寂
終

的
に
石
高
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
石
高
が
小
早
川
秀
秋
の
知
行
制
や
軍
役
賦
課

ば
か
り
で
な
く
、
年
貢
収
納
の
基
準
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で

筑
後
の
立
花
領
と
は
石
高
制
原
理
の
浸
透
度
に
お
い
て
差
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
筑
後
国
で
あ
っ
て
も
、
立
花
領
と
異
な
り
、

小
早
川
秀
秋
領
内
の
生
業
郡
星
野
谷
村
で
年
貢
収
納
基
準
高
と
文
禄
四
年
検
地
高
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の
一
致
が
見
ら
れ
た
の
は
こ
の
点
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
筑
前
国
の
事
例
を
見
た
い
。
朱
雀
文
書
に
は
「
慶
長
三
年
明
正
月
十
一

(
1
8
)

日
」
と
「
慶
長
四
年
九
月
吉
日
」
　
の
日
付
を
持
つ
二
つ
の
志
摩
郡
村
別
物
成
定
が

あ
る
。
前
者
は
、
慶
長
三
　
二
五
九
八
)
年
分
の
年
貢
収
納
に
つ
い
て
記
し
た
翌

(
1
9
)

慶
長
四
　
二
五
九
九
)
年
正
月
十
一
日
の
史
料
で
あ
り
、
石
田
三
成
が
代
官
を
務

め
た
直
轄
領
期
の
志
摩
郡
内
各
村
の
村
高
と
物
成
高
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
後
者
は
小
早
川
秀
秋
が
筑
前
支
配
を
再
開
し
た
慶
長
四
年
の
秋
の
時
点

で
の
志
摩
郡
内
各
村
の
物
成
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
史
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
豊
臣
直
轄
領
期
と
秀
秋
の
再
支
配
期
の
物
成
高
を
示
し
た
も
の
と
言
え

る
。
そ
し
て
、
前
者
が
志
摩
郡
全
村
の
村
高
と
物
成
高
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
者
は
村
高
の
記
載
は
な
く
物
成
高
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
物
成
高
は
直
轄
領

期
に
比
べ
秀
秋
再
支
配
期
の
方
が
全
体
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
志
摩
郡
に
お
け
る
、
秀
秋
筑
前
復
帰
後
の
日
寂
初
の
年
貢

収
納
は
、
直
轄
領
期
の
村
高
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
免
率
を
操
作
す
る
こ
と
で

物
成
高
を
算
定
す
る
形
で
実
施
さ
れ
、
直
轄
領
期
よ
り
も
免
率
を
低
く
押
さ
え
る

こ
と
で
朝
鮮
侵
略
期
の
収
奪
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
村
落
や
農
民
の
再
生
を
は
か
ろ

う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
前
者
の
史
料
に
見
ら
れ
る
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
正
月
の
村
高
と
、

秀
秋
支
配
末
期
の
村
高
と
推
測
さ
れ
る
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
村
高
は
ほ
ぼ
一
致
し

て
お
り
、
志
摩
郡
に
お
い
て
は
個
々
の
村
高
が
あ
ま
り
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
も
、
村
高
に
対
し
て
免
率
の
勘
案
に
よ
り
物
成
高
が
決
定
さ
れ
る

仕
組
み
が
す
で
に
こ
の
時
期
体
制
的
に
成
立
し
て
お
り
、
筑
後
国
生
業
郡
星
野
谷

村
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
状
況
は
文
禄
四
年
検
地
高
を
前
提

に
慶
長
元
二
五
九
六
)
年
以
降
す
で
に
慣
行
化
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

で
は
最
後
に
、
志
摩
郡
全
体
の
年
貢
収
納
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

朱
雀
文
書
に
は
黒
田
氏
の
筑
前
入
国
直
後
の
慶
長
五
　
(
一
六
〇
〇
)
　
年
十
二
月
十

三
日
付
け
の
も
の
と
し
て
、
朱
雀
民
部
受
二
名
が
黒
田
長
政
の
家
臣
に
未
進
年
貢

(
J
O
)

に
つ
い
て
の
陳
情
を
行
な
っ
た
史
料
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
郡
全
体
の
物
成
高

が
一
万
五
百
四
十
五
石
四
斗
二
升
七
合
三
勺
で
、
免
率
が
「
四
ツ
二
分
五
リ
ン
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
志
摩
郡
の
惣
高
を
仮
に
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
数
値
二

万
四
千
七
百
七
十
九
石
二
斗
二
升
一
合
と
見
な
し
て
、
こ
の
物
成
高
と
の
関
係
を

考
え
る
な
ら
ば
、
免
率
は
ま
さ
し
く
〇
・
四
二
五
五
七
五
四
…
と
な
り
、
こ
れ
は

「
四
ツ
二
分
五
リ
ン
」
　
の
数
値
に
極
め
て
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
志
摩
郡
の

事
例
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
黒
田
氏
の
筑
前
入
国
直
後
に
お
け
る
物
成
高
算
出
の

基
準
は
、
「
指
出
前
之
帳
」
　
の
高
に
か
な
り
近
い
数
値
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
も
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
高
が
部
分
的
な
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
文

禄
四
年
検
地
高
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
検
地
高
は
そ
の

後
の
豊
臣
期
を
通
じ
て
、
年
貢
収
納
の
基
準
高
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。以

上
見
て
き
た
よ
う
に
、
畿
内
の
石
高
制
原
理
が
移
入
さ
れ
た
地
域
、
例
え
ば

筑
後
国
に
お
い
て
も
畿
内
と
同
様
、
太
閤
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
が
知
行

制
や
軍
役
賦
課
だ
け
で
な
く
年
貢
収
納
の
基
準
と
し
て
機
能
し
た
事
例
が
検
出
さ

れ
る
。
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
領
国
内
の
権
力
構
成
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
の
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で
あ
り
、
少
な
く
と
も
小
早
川
秀
秋
の
領
国
に
お
い
て
は
、
太
閤
検
地
に
よ
る
石

高
が
豊
臣
政
権
の
石
高
と
し
て
、
知
行
制
や
軍
役
賦
課
だ
け
で
な
く
年
貢
収
納
の

基
準
と
し
て
規
定
性
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

名
島
小
早
川
領
に
お
い
て
は
、
太
閤
検
地
の
実
施
に
よ
っ
て
石
高
制
の
原
理
が
単

に
領
主
階
級
内
部
の
知
行
・
軍
役
基
準
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
貢
収
納
基
準
と
し
て

(
5
1
)

村
落
レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
四
章
に
わ
た
っ
て
解
明
し
て
き
た
こ
と
を
い
支
二
度
整
理
し
た
い
。

小
早
川
秀
秋
の
筑
前
を
中
心
と
す
る
領
国
支
配
は
、
慶
長
三
　
(
一
五
九
八
)
　
年

の
豊
臣
直
轄
領
期
を
挟
ん
で
前
後
二
度
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
基
本
的
に
異

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
　
年
か
ら
始
ま
る
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
強
い
影

響
力
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
派
遣
さ

れ
た
補
佐
役
の
山
口
宗
永
が
領
国
支
配
を
主
導
し
た
。
す
な
わ
ち
、
山
口
宗
永
の

手
で
領
国
内
惣
検
地
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
名
島
か
ら
伏
見
に
伝
え
ら
れ
、

そ
の
結
果
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
村
高
や
知
行
高
が
決
定
さ
れ
、
寺
社
・
給
人
に
対

す
る
知
行
宛
行
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
有
力
寺
社
に
対
し
て
秀
吉
朱
印
に
よ

る
寄
進
状
が
発
給
さ
れ
る
一
方
、
給
人
に
対
し
て
も
領
国
主
で
あ
る
秀
秋
(
秀
俊
)

の
花
押
の
ほ
か
に
秀
吉
朱
印
が
添
え
ら
れ
た
知
行
宛
行
状
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、
小
早
川
秀
秋
の
領
国
内
の
知
行
宛
行
に
関
す
る
最
終
決
定
権
を
豊
臣
政
権
が

握
っ
て
い
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
知
行
高
は

豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
豊
臣
直
轄
領
期
後
の
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
に
始
ま
る
支
配
で
は
、

拡
大
し
た
所
領
と
変
動
し
た
家
臣
団
を
背
景
に
、
蔵
人
地
の
設
定
や
寺
社
・
給
人

へ
の
所
領
宛
行
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
翌
五
　
(
〓
ハ
○
○
)
　
年
に
も
知
行
再

編
成
の
実
施
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
秀
秋
自
身
の
花
押
も
し
く
は
黒

印
に
よ
る
寄
進
状
や
知
行
宛
行
状
の
発
給
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
没
後
、

豊
臣
政
権
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
な
い
秀
秋
独
自
の
政
策
や
領
国
支
配
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
容
的
に
違
い
を
見
せ
た
前
後
二
度
の
小
早
川
秀
秋
に
よ
る
領

国
支
配
で
あ
る
が
、
そ
の
支
配
の
基
礎
・
基
軸
と
な
っ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
文
禄

四
年
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
　
(
村
高
)
　
で
あ
っ
た
。
従
来
、
史
料
内
容
の

年
代
が
文
禄
四
　
(
一
五
九
五
)
年
と
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
年
と
で
見
解
の
分
か

れ
て
い
た
「
指
出
前
之
帳
」
で
あ
る
が
、
記
載
文
言
や
関
連
史
料
か
ら
、
こ
の
史

料
は
、
小
早
川
秀
秋
の
備
前
岡
山
転
封
後
に
筑
前
入
国
を
果
た
し
た
黒
田
長
政
が

慶
長
七
～
八
　
二
六
〇
二
～
〇
三
)
年
頃
に
全
郡
規
模
で
実
施
し
た
指
出
を
も
と

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
数
値
そ
れ
自
体
は
小
早
川
秀
秋
の
支
配
末
期
(
慶
長
四
・

五
年
)
　
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
　
「
指
出
前
之
帳
」
　
に
見
え
る
村
々
の
石
高
の
多
く
が
、
現
在
確

認
で
き
る
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
知
行
宛
行
状
や
知
行
方
目
録

に
見
え
る
村
々
の
石
高
に
一
致
、
も
し
く
は
近
似
す
る
事
実
は
、
文
禄
四
年
検
地

に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
が
直
轄
領
期
を
経
て
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
に
至
る
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ま
で
基
本
的
に
謎
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
史
料

の
石
高
数
値
が
異
な
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
秀
秋
の
筑
前
復
帰
後
の
石
高
変
動
に

よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

し
か
も
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
文
禄
四
年
検
地
を
も
と
に
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
た
村
々
の
石
高
や
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
知
行
高
が
、
名
島
小
早
川
領
に
お

い
て
は
、
そ
の
後
豊
臣
期
を
通
じ
て
知
行
制
や
軍
役
賦
課
、
さ
ら
に
は
年
貢
収
納

に
お
け
る
基
準
高
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
知
行
制
に
関
し
て
は
、
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
　
年
十
二
月
朔
日
付
け
の

知
行
宛
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
慶
長
四
　
(
一
五
九
九
)
　
年
お
よ
び
五
　
(
一
六
〇

〇
)
年
の
知
行
宛
行
に
つ
い
て
も
、
こ
の
石
高
(
村
高
)
　
を
ふ
ま
え
て
実
施
さ
れ

た
こ
と
が
多
く
の
知
行
宛
行
状
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
軍
役
賦
課
に
関
し
て
は
、
第
二
次
朝
鮮
侵
略
戦
争
の
際
に
認
め
ら
れ
、

文
禄
四
(
一
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
知
行
宛
行
状
や
、
慶
長
二
(
一
五
九
七
)

年
四
月
朔
日
付
知
行
宛
行
状
に
よ
っ
て
給
与
さ
れ
た
知
行
高
に
応
じ
て
、
兵
員
数

や
鉄
砲
数
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
年
貢
収
納
に
関
し
て
は
、
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
、
畿
内
の
石
高

制
原
理
が
外
部
か
ら
移
入
さ
れ
た
地
域
、
例
え
ば
筑
後
立
花
領
で
は
、
太
閤
検
地

に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
が
知
行
制
や
軍
役
賦
課
基
準
と
は
な
り
え
て
も
、
年
貢

収
納
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
名
島
小
早
川
領
に
お

い
て
は
、
知
行
制
や
軍
役
賦
課
だ
け
で
な
く
、
年
貢
収
納
の
基
準
で
も
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
種
々
雑
多
な
収
取
体
系
を
残
し
な
が
ら
も
、
基

本
年
貢
に
関
し
て
は
、
石
高
(
村
高
)
　
に
一
定
の
免
率
を
乗
じ
て
物
成
高
を
算
定

す
る
方
式
が
、
少
な
く
と
も
慶
長
元
　
(
一
五
九
六
)
　
年
の
時
点
で
確
認
さ
れ
、
石

高
が
年
貢
収
納
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
事
実
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
名
島
小
早
川
領
と
い
う
領
国
の
性
格
が
強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
に
大
陸
派
兵
の
兵
姑
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ
る
と
い
う
豊
臣
政

権
の
戦
略
構
想
の
も
と
、
戦
国
期
ま
で
の
有
力
国
人
領
主
を
他
国
に
移
封
し
、
暫

定
的
に
小
早
川
隆
景
に
領
国
支
配
を
委
ね
た
も
の
の
、
や
が
て
隆
景
の
三
原
隠
退

と
秀
秋
の
領
国
継
承
を
機
に
一
挙
に
豊
臣
政
権
が
そ
の
構
想
の
実
現
化
に
向
け
て

動
き
出
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
文
禄
四
(
一
五
九
五
)
年
以
降
、

豊
臣
政
権
の
政
策
が
名
島
小
早
川
領
に
直
接
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば

「
五
畿
内
同
前
」
　
の
具
体
化
が
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
文
禄
四
年
検
地
に
よ
る
成
果
は
名
島
を
経
て
伏
見
に
も
た
ら
さ
れ
、

最
終
的
に
豊
臣
政
権
の
も
と
で
村
高
や
知
行
高
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
村
高
や

知
行
高
は
そ
の
ま
ま
領
国
主
で
あ
る
小
早
川
秀
秋
の
領
国
支
配
の
基
軸
と
な
っ

た
。
文
禄
四
　
二
五
九
五
)
年
十
二
月
朔
日
付
知
行
宛
行
状
に
秀
秋
(
秀
俊
)
　
の

署
判
と
と
も
に
秀
吉
朱
印
が
添
え
ら
れ
て
い
る
状
況
は
、
領
国
主
秀
秋
と
豊
臣
政

権
が
共
通
の
支
配
基
盤
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
意
味
で
名
島
小
早
川

領
は
ま
さ
に
準
直
轄
領
的
性
格
を
有
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
石
高
制
原
理
の
浸
透
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
権

力
構
成
や
豊
臣
政
権
の
支
配
形
態
に
強
く
規
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
名
島
小
早
川
領
に
あ
っ
て
は
、
豊
臣
政
権
の
強
い
影
響
力
の
も
と
、
文

禄
四
年
検
地
の
実
施
以
降
、
畿
内
の
石
高
制
原
理
が
深
く
浸
透
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
九
州
地
方
に
あ
っ
て
も
石
高
が
中
央
政
権
と
大
名
権
力
の
関
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係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
名
権
力
の
領
国
内
に
お
け
る
知
行
制
や
軍
役
賦
課
を
規
定

し
、
し
か
も
年
貢
収
納
基
準
と
し
て
も
機
能
し
た
歴
史
的
事
実
が
存
在
し
た
の
で

(
5
2
)

1
あ
る
。領

国
内
の
権
力
構
成
に
照
応
し
て
石
高
の
存
在
が
重
層
的
か
つ
多
元
的
な
も
の

に
な
る
の
も
確
か
だ
が
、
豊
臣
政
権
の
支
配
力
の
強
い
地
域
に
あ
っ
て
は
一
元
的

な
形
態
も
や
は
り
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
地
域
に

お
い
て
も
太
閤
検
地
に
よ
っ
て
成
立
し
た
石
高
と
知
行
制
や
軍
役
賦
課
、
さ
ら
に

は
年
貢
収
納
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
該
地
域
に
お
け
る
権
力
構
成
や
豊
臣
政
権

の
支
配
形
態
を
ふ
ま
え
な
が
ら
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
、
黒
田
長
政
は
筑
前
入
国
後
、
領
国
内
に
指
出
を
実
施
し
て
小
早
川
秀
秋

時
代
の
村
々
の
田
白
田
の
石
高
や
面
積
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
な
い
、
し
か
も

そ
の
成
果
は
そ
の
後
も
藩
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管
・
管
理
さ
れ
た
。
指
出
徴
収
時

な
ら
と
も
か
く
、
黒
田
氏
の
領
国
支
配
に
と
っ
て
記
載
さ
れ
た
数
値
そ
の
も
の
は
、

時
代
と
と
も
に
そ
の
価
値
が
低
下
、
そ
し
て
消
失
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
「
指
出
前
之
帳
」
は
そ
の
後
も
藩
で
大
切
に
守
り
受
け
継
が
れ
た
。
そ
の
背

景
に
は
、
「
指
出
前
之
帳
」
の
情
報
そ
の
も
の
よ
り
も
、
秀
秋
時
代
の
内
容
で
あ
る

と
い
う
点
に
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
価
値
が
内
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
黒
田
氏
や
黒
田
藩
は
、
筑
前
国
に
お
け
る
近
世
的
支
配

体
制
の
碇
立
を
ま
さ
に
小
早
川
秀
秋
の
支
配
期
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
村
域
の
確
定
や
村
高
の
成
立
、
村
高
を
基
礎
と
し
た
知
行
制
や

知
行
高
を
基
準
と
し
た
軍
役
賦
課
、
そ
し
て
石
高
-
免
-
物
成
と
い
っ
た
年
貢
高

算
定
方
式
の
確
立
な
ど
、
近
世
的
な
支
配
の
骨
格
が
形
づ
く
ら
れ
た
小
早
川
秀
秋

の
支
配
期
こ
そ
、
筑
前
国
に
お
け
る
近
世
的
支
配
体
制
が
確
立
し
た
時
期
と
と
ら

え
、
そ
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
の
支
配
体
制
の
確
立
と
は
、
ま
さ
に
近
世
石
高
制
の
成
立
に
は
か
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

註

(
1
)
小
早
川
秀
秋
の
筑
前
を
中
心
と
す
る
領
国
支
配
に
関
す
る
主
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、

森
山
恒
姓
氏
『
豊
臣
氏
九
州
蔵
人
地
の
研
究
』
　
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
)
、
松
下
志
朗

氏
『
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
し
　
(
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
)
、
中
野
等
氏
占
且
臣
政
権
の
対
外

侵
略
と
太
閤
検
地
』
　
(
校
倉
軍
属
、
一
九
九
六
年
)
収
録
の
関
係
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
2
)
拙
稿
「
小
早
川
秀
秋
発
給
文
書
に
関
す
る
一
考
察
」
　
(
『
安
田
女
子
大
字
紀
要
し
第
二
五

号
、
一
九
九
七
年
)

(
2
)
中
野
等
氏
「
文
禄
期
豊
臣
政
権
の
地
域
支
配
-
筑
前
名
島
小
早
川
領
文
禄
四
年
検
地
の

検
討
-
」
　
(
『
史
学
雑
誌
し
第
一
〇
二
編
第
七
号
、
一
九
九
三
年
)
。
の
ち
、
同
氏
r
豊
臣
政
権

の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
L
第
二
編
第
二
革
に
収
録
。
拙
稿
「
豊
臣
政
権
下
の
筑
前
」
　
(
r
西

南
地
域
史
研
究
」
第
十
一
韓
、
一
九
九
六
年
)

(
4
)
註
(
3
)
中
野
氏
論
文

(
5
)
　
r
福
岡
県
史
資
料
　
第
一
輯
L
所
収

(
6
)
森
山
恒
雄
氏
r
豊
臣
氏
九
州
蔵
人
地
の
研
究
し
一
六
・
二
八
二
貢

(
7
)
松
下
志
朗
氏
r
幕
藩
制
社
会
と
石
高
制
L
三
六
・
聖
二
貢
。
な
お
、
松
下
氏
は
中
野
氏

の
文
禄
四
年
説
に
対
し
て
、
改
め
て
慶
長
四
年
説
を
展
開
さ
れ
て
い
る
(
同
氏
r
石
高
制
と

九
州
の
藩
財
政
L
第
二
章
第
一
節
、
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
)
。

(
8
)
註
(
3
)
中
野
氏
著
書
二
二
三
・
二
二
四
頁

(
9
)
　
1
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
十
一
小
早
川
宏
文
害
し
一
八
二
号

(
1
0
)
　
r
小
早
川
家
文
書
J
一
八
二
号
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(
1
1
〓
風
前
鞍
手
宗
像
御
牧
三
郡
内
知
行
方
目
録
帳
(
『
小
早
川
家
文
書
し
一
八
二
号
)
は
、
小

早
川
隆
景
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
隠
居
領
約
五
万
石
の
詳
細
が
わ
か
る
史
料
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
計
高
と
豊
臣
秀
吉
検
地
知
行
朱
印
状
(
1
小
早

川
家
文
書
」
一
八
一
号
)
　
に
見
え
る
石
高
と
の
比
較
に
よ
り
、
鞍
手
・
宗
像
・
御
牧
郡
の
各

郡
に
所
属
す
る
村
々
の
石
高
を
郡
ご
と
に
書
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
目
録

暖
で
は
、
「
あ
ら
し
村
」
か
ら
「
や
ま
田
村
し
ま
で
は
す
べ
て
「
鞍
手
郡
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

右
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
は
「
宗
像
郡
」
の
誤
記
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
1
で
は
、

こ
れ
ら
の
村
々
は
す
べ
て
「
宗
像
郡
」
所
属
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
な
お
、
御
牧
郡
に
つ
い

て
は
、
郡
内
全
体
の
村
高
の
比
較
が
で
き
な
い
た
め
割
愛
し
た
。

(
1
2
)
　
r
福
岡
県
史
　
近
世
史
料
霜
　
福
岡
藩
初
期
し
所
収
「
吉
田
家
文
書
」
　
(
二
二
七
〇
号
)

(
1
3
)
　
r
福
岡
県
史
　
近
世
史
料
編
　
福
岡
藩
初
期
L
所
収
「
菅
家
文
書
」
　
(
三
九
二
号
)
・
「
安

川
家
文
書
」
　
(
二
二
五
六
号
)
。
い
ず
れ
も
、
年
欠
九
月
十
九
日
付
黒
田
長
政
判
物
写
。

(
1
4
)
　
r
福
岡
県
史
　
近
世
史
料
編
　
福
岡
藩
初
期
」
解
説
(
収
録
史
料
の
解
題
　
「
麻
生
家
文

書
」
)
、
九
州
史
料
刊
行
会
編
『
九
州
史
料
叢
書
　
麻
生
文
書
L
(
一
九
六
六
年
二
四
五
号
「
麻

生
氏
系
図
」

(
1
5
)
　
r
福
岡
県
史
　
近
世
史
料
編
　
福
岡
藩
初
期
』
所
収
「
麻
生
家
文
書
」
　
(
三
七
号
)

(
1
6
)
　
「
松
野
文
書
」
　
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
)

(
1
7
)
　
註
　
(
1
6
)
　
に
同
じ
。

(
1
8
)
　
r
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
二
　
浅
野
家
文
書
』
三
二
七
号
参
照
。
宗
像
郡
・
鞍
手

郡
と
も
に
約
八
〇
石
余
り
の
差
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

(
1
9
)
例
え
ば
、
星
野
九
左
衛
門
尉
に
対
す
る
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
知
行
方
目
録
に
見
ら

れ
る
筑
後
国
三
井
郡
「
泉
和
村
」
六
二
七
石
七
斗
五
升
は
、
日
野
左
近
に
対
す
る
慶
長
四
年

三
月
三
日
付
知
行
方
目
録
で
「
和
泉
村
」
六
二
七
石
七
斗
五
升
と
あ
る
(
「
福
岡
市
博
物
館
所

蔵
星
野
文
書
」
・
r
萩
藩
閥
閲
録
し
巻
二
九
　
日
野
要
人
)
。

(
2
0
)
　
「
萩
藩
閥
閲
録
L
巻
六
六
　
林
三
郎
右
衛
門

(
2
1
)
註
(
2
0
)
　
に
同
じ
。

(
2
2
)
　
r
浅
野
家
文
書
し
　
二
五
七
号

(
2
3
)
宮
窪
町
保
管
「
村
上
文
書
」
二
四
号
(
「
宮
窪
町
誌
』
八
一
九
九
四
年
)
第
三
編
資
料
編

所
収
)
。
な
お
、
宮
窪
町
教
育
委
員
会
編
『
村
上
水
軍
文
書
調
査
書
』
　
(
一
九
八
六
年
)
所
収

の
写
真
に
よ
り
文
書
中
の
字
句
等
に
一
部
修
正
を
加
え
た
。

(
2
4
)
　
r
萩
藩
閥
閲
録
L
巻
二
三
　
村
上
一
字

(
2
5
)
　
「
問
註
所
文
書
」
　
(
「
福
岡
県
史
資
料
　
第
十
輯
』
所
収
)

(
2
6
)
　
「
吉
井
艮
尚
氏
所
蔵
文
書
」
　
(
東
京
大
学
史
料
編
幕
所
架
蔵
影
写
本
)

(
2
7
)
註
(
2
0
)
　
に
同
じ
。

(
2
8
)
国
立
史
料
館
所
蔵
「
紀
伊
古
文
書
六
十
二
　
藩
中
古
文
書
八
(
村
上
小
四
郎
蔵
)
」
。
こ

の
史
料
に
つ
い
て
は
、
三
鬼
清
一
郎
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

(
2
9
)
三
鬼
清
一
郎
氏
「
朝
鮮
役
に
お
け
る
軍
役
体
系
に
つ
い
て
」
　
(
『
史
学
雑
誌
』
第
七
五
編

第
二
号
、
一
九
六
六
年
)

(
3
0
)
　
こ
の
史
料
と
同
様
の
も
の
が
「
清
水
家
資
料
」
　
(
清
水
忠
俊
氏
寄
託
、
光
市
文
化
セ
ン

タ
ー
保
管
)
お
よ
び
『
萩
藩
閥
閲
録
し
　
(
巻
二
五
　
清
水
宮
内
)
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
口
宗

永
が
在
番
衆
四
隊
の
指
揮
官
四
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
清
水
五
郎
左
衛
門
(
景
治
)
に
宛

て
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
清
水
自
身
を
は
じ
め
指
揮
下
の
者
が
率
い
る
兵
員
と
所
持
す
べ

き
鉄
抱
の
割
当
数
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
清
水
五
郎
左
衛
門
は
兵
員
一

〇
四
人
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
彼
に
対
す
る
文
禄
四
年
十
二
月
朔
日
付
知

行
方
目
録
に
見
え
る
知
行
高
二
六
〇
〇
石
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
石
に
付
き
四
人
と
い
う
軍
役

賦
課
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
員
数
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
知
行
高

と
鉄
砲
数
と
の
間
に
も
や
は
り
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
、
知
行
高
が
軍
役
基
準
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

(
3
1
)
　
r
浅
野
家
文
書
し
三
二
七
号

(
3
2
)
「
朱
雀
文
書
」
(
志
摩
郡
)
・
「
九
州
大
学
図
書
館
六
本
松
地
区
分
館
檜
垣
文
庫
文
書
」
(
早

良
郡
)

(
3
3
)
　
「
譜
録
　
清
水
宮
内
元
周
」
　
(
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
)

(
3
4
)
　
「
語
録
　
曽
祢
孫
左
衛
門
高
英
」
　
(
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
)
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(
3
5
)
　
「
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
文
書
」
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
志
か
た
二
郎
左
衛
門
尉
宛
小
早

川
秀
秋
水
夫
知
行
方
目
録

(
3
6
)
　
『
萩
藩
閥
閲
録
L
(
巻
二
九
　
日
野
要
人
)
・
λ
現
前
国
続
風
土
記
附
録
し
　
(
巻
之
十
九
　
下

座
郡
上
)

(
3
7
)
　
「
松
野
文
書
」

(
3
8
)
実
は
、
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
け
で
松
野
主
馬
に
対
し
て
「
六
百
拾
五
石
　
筑
前
鞍
手

郡
新
北
村
」
ほ
か
千
六
百
石
余
の
鉄
他
者
知
行
目
録
が
与
え
ら
れ
た
後
の
霜
月
五
日
、
秀
秋

に
よ
っ
て
再
び
松
野
主
馬
に
対
し
、
合
計
千
石
の
知
行
方
目
録
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
「
三
百
七
拾
五
石
　
同
郡
新
北
村
之
内
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
六
一
五
石
と
三

七
五
石
の
合
計
は
九
九
〇
石
と
な
り
、
こ
れ
は
「
指
出
前
之
帳
」
の
新
北
村
の
高
九
九
一
石

余
に
ほ
ぼ
等
し
い
値
で
あ
る
。
慶
長
四
年
三
月
三
日
付
け
の
秀
秋
に
よ
る
知
行
目
録
の
村
高

は
文
禄
四
年
検
地
高
を
継
承
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
北
村
の
石
高
は
そ
れ
以
降
霜

月
五
日
ま
で
の
間
に
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
9
)
　
「
松
野
文
書
」

(
4
0
)
　
「
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
文
書
」
・
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
二
九
日
野
要
人
。
な
お
、
前
者
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
八
月
十
五
日
」
と
理
解
し
て
い
た
が
、
原
文
書
の
確
認
に
よ
り
「
八

月
十
九
日
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
原
文
書
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
福
岡
市
博
物
館
学

芸
員
堀
本
〓
緊
氏
に
お
世
話
い
た
だ
い
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
4
1
)
　
「
志
賀
海
神
社
文
書
」
・
「
望
福
寺
文
書
」
・
「
承
天
寺
文
書
」
・
「
宮
崎
宮
文
書
」
な
ど
。

(
4
2
)
　
「
太
閤
検
地
と
朝
鮮
出
兵
」
　
(
『
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
9
　
近
世
1
』
所
収
、
一
九
七

五
年
)

(
4
3
)
　
「
慶
長
期
の
石
高
制
に
つ
い
て
-
筑
後
田
中
領
の
検
討
-
」
　
(
『
地
方
史
研
究
し
二
四
〇

号
、
一
九
九
二
年
)
。
の
ち
、
同
氏
遠
見
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
L
第
二
編
補
論
に

収
録
。

(
4
4
)
篠
山
神
社
蔵
『
筑
後
歴
世
古
文
書
　
申
し
所
収
文
書
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写

真
帳
)

(
4
5
)
　
弓
九
州
史
料
著
書
　
麻
生
文
書
』
一
〇
五
号

(
4
6
)
　
「
星
野
谷
村
」
と
「
星
野
山
村
」
は
表
記
は
異
な
る
が
同
村
と
思
わ
れ
る
。
λ
机
後
国
史

上
巻
』
(
筑
後
将
士
軍
談
　
巻
之
第
十
九
)
に
よ
る
と
、
生
業
郡
星
野
村
の
慶
長
三
年
分
の
物

成
は
「
石
田
殿
御
内
浦
富
五
左
衛
門
殿
」
に
納
付
さ
れ
た
と
あ
る
。
同
村
が
小
早
川
秀
秋
の

越
前
転
封
に
よ
っ
て
豊
臣
直
轄
領
と
な
り
、
物
成
が
石
田
三
成
の
も
と
に
収
納
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

(
4
7
)
　
註
　
(
4
3
)
　
に
同
じ
。

(
4
8
)
　
『
福
岡
県
史
資
料
　
第
十
輯
』
所
収

(
4
9
)
拙
稿
「
豊
臣
期
筑
前
国
に
お
け
る
支
配
構
造
の
展
開
」
(
r
九
州
史
学
』
一
〇
八
号
、
一

九
九
三
年
)

(
5
0
)
　
「
朱
雀
文
書
」
　
(
福
岡
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
版
)
。
朱
雀
家
は
、
慶
長
四
年
の
志
摩
郡

村
別
物
成
定
を
所
持
す
る
こ
と
か
ら
も
慶
長
年
間
、
志
摩
郡
一
郡
の
年
貢
収
納
に
深
く
携
わ

っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
史
料
は
黒
田
長
政
の
筑
前
入
部
直
後
で
、

黒
田
氏
に
よ
る
検
地
が
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
秀
秋
時
代
の
石
高
が
ま
だ
現
実

性
を
持
っ
て
い
た
頃
の
、
志
摩
郡
一
郡
の
物
成
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
5
1
)
村
落
レ
ベ
ル
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
村
落
内
で
年
貢
徴
収
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
石
高
と
生
産
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
制
約
上
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
は
り
、
領
主
側
の
年
貢
賦
課
と
村
落
内
で
の
年
貢
徴

収
は
別
次
元
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
村
落
の
支

配
に
直
接
関
わ
る
代
官
が
、
庄
屋
お
よ
び
百
姓
(
の
代
表
者
)
と
と
も
に
、
村
高
を
村
の
年

貢
収
納
の
基
準
と
し
て
と
ら
え
、
し
か
も
そ
の
村
高
が
領
主
階
級
内
部
の
知
行
制
や
軍
役
賦

課
の
基
準
と
さ
れ
た
知
行
高
の
、
ま
さ
に
構
成
要
素
と
し
て
の
石
高
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要

な
の
で
あ
る
。
な
お
、
年
欠
七
月
十
日
付
那
珂
郡
内
春
日
村
庄
屋
宛
国
府
弥
右
衛
門
尉
忠

重
・
堀
田
勝
兵
衛
元
政
連
署
書
下
(
「
聖
福
寺
文
書
」
)
で
は
、
「
聖
福
寺
御
寺
領
分
人
夫
之
事
、

三
百
石
二
付
壱
人
宛
八
月
迄
相
勤
心
可
申
候
、
少
茂
緩
被
申
間
数
候
、
但
申
分
於
有
之
者
、
名

嶋
可
罷
出
侯
也
」
と
見
え
、
聖
福
寺
領
に
お
け
る
「
人
夫
」
徴
発
が
「
三
百
石
二
付
壱
人
」

と
い
う
基
準
で
厳
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
発
給
者
の
顔
触
れ
か
ら
秀
秋
の
筑
前
復
帰
後

の
慶
長
四
・
五
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
、
隆
景
時
代
の
夫
役
徴
発
が
畝
数
を
基
準
と
す
る
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(
「
宗
像
神
社
文
書
」
年
欠
三
月
十
五
日
付
桂
景
種
書
状
に
「
社
領
従
弐
百
町
詰
夫
四
人
L
と

あ
る
)
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
期
に
は
石
高
基
準
で
、
し
か
も
村
の
「
庄
屋
」

に
昂
課
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

(
5
2
)
こ
れ
ま
で
、
九
州
地
方
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
石
高
制
を
領
主
階
級
内
部
の
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
ー
形
成
の
面
か
ら
の
み
強
調
さ
れ
、
年
貢
・
夫
役
の
賦
課
・
徴
収
基
準
と
し
て
は
否

定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
名
島
小
早
川
領
の
事
例
は
そ
う
し
た
理
解
の
根
本
的
な
修
正

を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
の
支
配
が
強
く
浸
透
す
る
、
い
わ
ば
準
直
轄
領
的
な
性
格

を
も
つ
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
石
高
を
知
行
制
・
軍
役
賦
課
、
そ
し
て
年
貢
収
納
の
基
準

と
す
る
状
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
豊
臣
政
権
の
石
高
に
対
す
る
基
本

理
念
を
明
確
に
表
現
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
州
と
い
う
「
地

域
性
」
で
は
な
く
、
豊
臣
政
権
の
支
配
浸
透
度
の
差
と
し
て
の
「
地
域
性
」
を
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
地
域
に
あ
っ
て
も
同
様
の
こ
と
と
考
え
る
。

(
付
記
)
本
稿
の
概
容
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
広
島
史

学
研
究
会
大
会
日
本
史
部
会
に
お
い
て
、
同
題
目
に
て
報
告
し
た
。
な
お
本
稿

は
、
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
(
A
)
　
「
中
近
世
移

行
期
に
お
け
る
大
名
権
力
と
地
域
社
会
」
　
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
一
九
九
七
、
五
、
二
五
成
稿
)

23




